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平成30年（2018年）2月5日

第4回定例会

市立小学校８校の６年生が、
本会議を見学しました。

　議会基本条例の施行後初めて、議長を除く全議員が参加する
議会改革特別委員会が発足しました。本年12月議会を目途に報
告書をとりまとめる予定です。

委  員  長：青木　健
副委員長：上村　和子

目　　的：議会基本条例の目的が達成されているかを点検し、
　　　　　  議会費の検証を含む適切な措置を講ずる

※ 議員の条例違反に関わる市民の調査請求の規定（政治倫理審査会）
等については、本年12月を目途に引き続き協議していきます。

　議員が市職員に対してセクシュアルハラスメント・パワーハ
ラスメントを行った事実が明らかになり、平成29（2017）年
５月の臨時会で「国立市議会議員倫理決議」が全会一致で可決
しました。この決議に基づいて、議会運営委員会で協議してき
た「議会政治倫理条例案」を可決しました。

平成30（2018）年第1回定例会は、2月26日㈪から開会します。2月28日㈬は市長施政方針表明に対する会派代表質問があります。
請願・陳情の〆切：2月20日㈫正午までに議会事務局へご持参ください。
手話通訳申込みの〆切：国立市議会では本会議の初日と最終日に、手話通訳者を配置しております。
初日2月26日㈪に手話通訳を希望される方は2月16日㈮までに、議会事務局へお申込みください。申込方法、最終日の申込みについては、
右ＱＲコードより、議会ウェブサイト「平成30年第1回定例会の手話通訳の申込みについて」をご覧ください。

●  女性と男性、多様な性の平等参画条例を制定しました
［第79号議案→２面に詳細］

●  ５月14日、国立駅前市民プラザがオープンします
［第80号議案→３面に結果］

●  市税条例が一部改正され、都市計画税の減税が継続し、
　  家庭的保育事業等の固定資産税が減額されます

［第81号議案→３面に結果］
●  学童保育の対象が小学６年生まで拡大されます

［第82号議案→２面に詳細］
●  中央線高架下駐輪場の定期利用料を値下げします

［第83号議案→２面に詳細］
●  平成28（2016）年度の全会計決算を認定しました

［認定第１号～５号→４・５面に詳細］
●   主要農作物種子を保全する施策を求めるものなど陳情２件を
採択、１件を一部採択しました

［陳情第23～25号→３面に結果］
●   核兵器禁止条約への日本の参加を求める意見書を否決し、
　  陳情採択に伴う意見書２件を可決しました

［議員提出第13、15、16号→３面に結果］
●  平成30（2018）年の議会日程案が決まりました

［→ウェブページに掲載］
●  農業まつりで市民と議会の意見交換会を行いました

【議員提出第12号】国立市議会政治倫理条例案
その１ 

【議員提出第14号】議会改革特別委員会の設置について
議会改革特別委員会が発足その2

・ 議員がその権限を不正に行使して自己又は特定の者の利益を図
ることのないよう、市の事務に対する不正な介入や人権侵害の
おそれのある行為をしないことなど、８つの政治倫理基準を規
定した

・ 議員とその配偶者等が役員をしている企業等は、国立市との契
約や指定管理が禁止される

・ 議員の人権侵害のおそれのある行為に関する職員からの苦情の
申し出を受け付ける

【条例の概要】

12月議会で動きました12月議会で動きました12月議会で動きました
議会政治倫理条例を制定議会政治倫理条例を制定議会政治倫理条例を制定

［→議会ウェブサイトの「議会報告会・
　　　　　意見交換会」ページに報告］
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建設環境委員会建設環境委員会総務文教委員会総務文教委員会

福祉保険委員会福祉保険委員会

市
か
ら
各
委
員
会
へ
の

行
政
報
告

　

男
女
平
等
参
画
の
推
進
に
向
け
た

市
の
基
本
理
念
を
明
確
に
し
、
性
別

に
か
か
わ
ら
ず
誰
も
が
個
人
と
し
て

尊
重
さ
れ
、
自
分
ら
し
く
生
き
る
こ

と
が
で
き
る
社
会
を
実
現
す
る
た
め

の
条
例
を
制
定
す
る
も
の
で
あ
る
。

Ｑ
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
証
明
書
（
同

性
カ
ッ
プ
ル
を
結
婚
に
相
当
す
る
関

係
と
認
定
す
る
も
の
）
の
交
付
を
行

っ
て
い
る
自
治
体
も
あ
る
が
、
国
立

市
は
先
進
市
と
し
て
そ
の
点
の
検
討

は
し
た
の
か
。

Ａ
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
つ
い
て
の

議
論
は
あ
り
、
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
当
事
者
の

状
況
や
課
題
は
承
知
し
て
い
る
が
、

条
例
の
中
に
盛
り
込
む
と
い
う
判
断

ま
で
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。

Ｑ
高
架
下
に
開
設
す
る
「
く
に
た
ち

男
女
平
等
参
画
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」
が

新
た
な
セ
ン
タ
ー
的
機
能
を
も
つ
の

か
、
あ
る
い
は
ブ
ラ
ン
チ
的
な
位
置

づ
け
に
な
る
の
か
、
そ
の
位
置
づ
け

に
つ
い
て
聞
く
。

Ａ
市
長
室
、
市
の
ほ
う
が
条
例
や
推

進
計
画
に
基
づ
い
て
施
策
の
管
理
を

行
い
、
「
く
に
た
ち
男
女
平
等
参
画

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」
で
は
市
民
の
相

談
・
啓
発
業
務
を
行
う
。

Ｑ
18
条
の
苦
情
又
は
相
談
へ
の
対
応

の
中
に
は
職
員
は
入
っ
て
い
な
い
が
、

職
員
が
議
員
に
よ
る
セ
ク
ハ
ラ
行
為

で
辞
職
し
て
い
る
。
今
後
、
職
員
が

セ
ク
ハ
ラ
・
パ
ワ
ハ
ラ
行
為
を
受
け

た
場
合
に
ど
う
体
制
を
と
る
の
か
。

Ａ
女
性
だ
け
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー

ム
を
つ
く
り
、
相
談
窓
口
の
在
り
方

を
検
討
し
た
。
今
後
は
外
部
機
関
に

よ
る
相
談
窓
口
を
設
置
し
て
プ
ラ
イ

バ
シ
ー
が
守
ら
れ
る
相
談
窓
口
を
構

Ｑ
キ
ッ
ズ
ウ
イ
ー
ク
に
つ
い
て
な
に

か
導
入
の
検
討
は
さ
れ
て
い
る
か
。

Ａ
今
現
在
、
学
校
現
場
で
の
そ
う
い

っ
た
動
き
は
な
い
。

Ｑ
現
在
学
童
保
育
の
中
で
、
待
機
児

ま
た
は
、
定
員
オ
ー
バ
ー
は
ど
の
程

度
い
る
の
か
。

Ａ
国
立
市
は
全
入
制
に
な
っ
て
い
る

た
め
、
待
機
児
は
い
な
い
。
登
録
人

数
は
オ
ー
バ
ー
し
て
い
る
が
、
登
所

率
は
８
割
く
ら
い
で
、
お
お
む
ね
定

員
を
満
た
し
て
い
る
。

Ｑ
１
〜
３
年
生
の
低
学
年
と
４
〜
６

年
生
の
高
学
年
で
は
対
応
の
仕
方
が

変
わ
っ
て
く
る
と
思
う
が
、
こ
の
点
に

対
し
て
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

Ａ
高
学
年
対
応
と
い
う
こ
と
に
つ
い

て
講
師
を
招
き
、
様
々
な
課
題
に
つ

い
て
全
員
で
話
し
合
い
、
共
有
し
た
。

Ｑ
利
用
率
の
低
さ
の
原
因
は
何
か
。

Ａ
他
の
駐
輪
場
に
比
べ
駅
ま
で
の
距

離
が
遠
い
こ
と
だ
。
加
え
て
当
該
駐

輪
場
の
認
知
不
足
も
あ
る
。

Ｑ
値
下
げ
に
よ
り
利
用
率
を
高
め
る

狙
い
は
理
解
で
き
る
が
、
ど
の
程
度

の
利
用
増
を
見
込
む
か
。

Ａ
自
転
車
対
策
審
議
会
の
中
で
距
離

と
料
金
に
つ
い
て
分
析
し
た
結
果
、

510
名
程
度
の
増
を
見
込
ん
で
い
る
。

目
標
値
は
１
千
人
程
度
の
利
用
。

Ｑ
措
置
と
し
て
500
円
の
料
金
設
定
を

し
、
以
降
１
千
円
に
料
金
を
戻
す
と

の
こ
と
だ
が
増
え
た
利
用
者
が
継
続

利
用
す
る
と
考
え
る
根
拠
は
何
か
。

Ａ
当
該
駐
輪
場
は
市
外
利
用
者
が
多

い
の
が
特
色
と
し
て
考
え
ら
れ
る
。

500
円
と
い
う
料
金
を
呼
び
水
に
し
て

駅
か
ら
そ
う
遠
く
な
い
距
離
で
あ
る

築
す
る
計
画
。

Ｑ
「
性
的
指
向
、
性
自
認
等
に
関
す

る
公
表
の
自
由
が
個
人
の
権
利
と
し

て
保
障
さ
れ
る
こ
と
」
は
今
回
の
条

例
の
特
徴
と
も
言
え
る
が
、
こ
の
こ

と
で
性
別
の
記
入
欄
が
変
わ
る
な
ど
、

市
役
所
業
務
の
中
で
書
式
を
変
更
す

る
と
い
っ
た
影
響
は
あ
る
の
か
。

Ａ
性
別
欄
に
つ
い
て
は
必
要
性
に
つ

い
て
調
査
し
て
い
る
段
階
で
あ
る
。

３
条
２
号
で
は
、
ア
ウ
テ
ィ
ン
グ
を

中
心
に
考
え
て
書
い
て
い
る
。

Ｑ
子
供
た
ち
の
性
に
関
し
て
、
自
由

選
択
権
を
狭
め
て
い
る
面
が
あ
る
。

本
当
の
男
女
平
等
参
画
を
考
え
る
な

ら
、
子
供
た
ち
の
性
を
含
め
て
考
え

る
べ
き
だ
が
ど
う
か
。

Ａ
学
校
に
お
い
て
は
そ
れ
ぞ
れ
発
達

の
段
階
に
応
じ
た
人
権
教
育
で
進
め

て
い
く
。
児
童
生
徒
の
実
態
を
踏
ま

え
た
上
で
適
切
な
指
導
を
し
て
い
き

た
い
。

Ｑ
お
祭
り
な
ど
伝
統
行
事
や
文
化
の

中
で
男
性
の
み
、
女
性
の
み
と
い
っ

た
昔
か
ら
の
習
わ
し
で
行
わ
れ
て
い

る
こ
と
に
対
し
て
、
こ
の
条
例
で
は

失
く
し
て
し
ま
う
様
に
な
る
の
か
。

Ａ
条
例
の
「
事
業
者
等
」
の
中
に
は

関
連
し
て
く
る
が
、
そ
れ
を
も
っ
て

古
い
習
わ
し
か
ら
く
る
も
の
が
無
く

な
る
と
い
う
も
の
で
は
な
い
。

Ｑ
15
条
の
防
災
施
策
に
お
け
る
推
進

に
対
し
て
、
市
は
具
体
的
に
ど
の
よ

う
に
防
災
計
画
に
反
映
さ
せ
る
の
か
。

Ａ
今
現
在
、
防
災
計
画
に
反
映
さ
せ

る
ま
で
に
は
至
っ
て
い
な
い
が
、
東

京
都
で
作
成
し
て
い
る「
東
京
防
災
」

を
参
考
に
し
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

Ｑ
市
民
委
員
会
に
専
門
性
の
高
い
学

識
者
や
弁
護
士
を
入
れ
る
こ
と
が
必

要
だ
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

Ａ
今
後
は
相
談
の
状
況
も
踏
ま
え
て

検
討
し
て
い
き
た
い
。

賛
成
公
設
公
営
の
維
持
に
努
め
て
い

た
だ
き
、
保
育
所
の
量
的
な
確
保
の

み
な
ら
ず
、
質
的
な
確
保
も
き
ち
ん

と
担
保
で
き
る
よ
う
工
夫
を
お
願
い

し
て
賛
成
と
す
る
。

賛
成
市
議
会
の
附
帯
決
議
を
き
ち
ん

と
守
っ
て
く
れ
た
こ
と
に
対
し
評
価

す
る
。
発
達
段
階
に
応
じ
た
学
童
保

育
の
在
り
方
の
検
討
に
期
待
し
て
賛

成
と
す
る
。

賛
成
や
っ
と
同
じ
子
供
た
ち
を
見
る

と
い
う
事
で
教
育
現
場
と
福
祉
現
場

が
一
体
と
な
っ
た
。
全
入
で
き
る
努

力
を
感
謝
し
て
賛
成
と
す
る
。

賛
成
全
学
校
で
足
並
み
そ
ろ
え
て
実

現
で
き
る
こ
と
を
高
く
評
価
す
る
。

協
力
体
制
や
連
携
を
お
願
い
し
て
賛

成
と
す
る
。

こ
と
を
知
っ
て
も
ら
い
た
い
。

Ｑ
当
初
料
金
を
500
円
、
以
降
１
千
円

と
す
る
旨
の
説
明
だ
が
、
そ
の
後
の

１
千
500
人
に
至
る
ま
で
の
手
立
て
は
。

Ａ
普
段
か
ら
の
Ｐ
Ｒ
に
加
え
、
大
型

自
転
車
の
駐
輪
の
需
要
が
多
い
の
で
、

今
後
工
夫
を
図
る
。

最
後
に
委
員
か
ら
、
月
500
円
に
値
下

げ
し
た
料
金
を
恒
久
化
す
る
修
正
案

が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

原
案
に
賛
成　

修
正
案
に
反
対

原
案
の
、
民
業
圧
迫
に
な
ら
な
い
よ

う
配
慮
し
て
い
る
こ
と
や
、
答
申
に

示
さ
れ
た
基
本
料
金
は
理
解
で
き
る
。

原
案
に
反
対　

修
正
案
に
賛
成

原
案
で
は
１
年
間
で
取
り
戻
し
た
利

用
率
が
継
続
で
き
る
と
い
う
点
に
保

証
が
な
い
。
な
ら
ば
減
額
を
し
、
利

用
し
や
す
い
よ
う
図
る
必
要
が
あ
る
。

賛
成
こ
の
条
例
が
挙
げ
て
い
る
基
本

理
念
が
当
た
り
前
に
な
る
社
会
に
な

る
こ
と
を
目
指
し
て
、
今
後
は
具
体

的
な
施
策
を
市
が
中
心
に
展
開
す
る

よ
う
願
っ
て
賛
成
と
す
る
。

賛
成
人
権
侵
害
に
遭
遇
す
る
人
が
少

な
く
な
い
現
段
階
に
お
い
て
市
役
所

も
例
外
で
は
な
か
っ
た
。
条
例
を
実

効
性
の
あ
る
も
の
に
し
て
ほ
し
い
と

強
く
願
っ
て
い
る
。

賛
成
よ
う
や
く
男
女
平
等
の
条
例
が

制
定
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。
継
続

し
て
協
議
が
必
要
な
こ
と
は
あ
る
が
、

条
例
を
つ
く
っ
て
終
わ
り
で
は
な
く
、

我
々
議
会
も
自
ら
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
と
い
う
決
意
を
申
し
上
げ
賛
成

と
す
る
。

賛
成
要
望
と
し
て
、
伝
統
や
文
化
の

中
で
は
男
性
が
で
き
る
事
、
女
性
が

で
き
る
事
も
あ
り
、
そ
う
い
っ
た
事

を
し
っ
か
り
と
踏
ま
え
て
ほ
し
い
。

条
例
が
な
く
な
る
事
が
最
終
目
標
と

い
う
こ
と
で
取
り
組
ん
で
ほ
し
い
。

賛
成
本
条
例
の
タ
イ
ト
ル
を
多
様
な

性
別
で
は
な
く
多
様
な
性
と
し
た
事

で
、
い
ろ
い
ろ
な
と
こ
ろ
に
目
を
向

け
ら
れ
る
と
考
え
る
。
セ
ク
シ
ャ
ル

マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
方
が
声
を
あ
げ
ら

れ
る
環
境
が
大
事
。

賛
成
と
も
か
く
こ
の
条
例
が
で
き
た
。

い
か
な
る
人
も
置
き
去
り
に
し
な
い

社
会
、
職
場
、
国
立
、
そ
れ
を
目
指

し
て
実
効
性
の
あ
る
も
の
に
理
念
条

例
だ
け
で
終
わ
ら
な
い
よ
う
に
是
非

や
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

賛
成
い
ろ
い
ろ
な
差
別
が
ま
だ
ま
だ

残
っ
て
い
る
中
で
、
し
っ
か
り
解
消

す
る
こ
と
は
自
治
体
の
現
場
か
ら
で

き
る
と
思
う
。
一
歩
進
め
た
市
役
所

の
人
権
政
策
に
な
る
よ
う
期
待
し
て

賛
成
と
す
る
。

女性と男性、多様な性の平等参画条例を制定しました
【議案第79号】国立市女性と男性及び多様な性の平等参画を推進する条例案（可決）

中央線高架下駐輪場の定期利用料を値下げします
【議案第83号】国立市自転車安全利用促進条例の一部を改正する条例案（可決） 【議案第82号】国立市学童保育所条例の一部を改正する条例案（可決）

学童保育の対象が小学６年生まで拡大されます

条
例
案
の
説
明

こ
ん
な
討
論
が
あ
り
ま
し
た

こ
ん
な
質
疑
が
あ
り
ま
し
た

こ
ん
な
質
疑
が
あ
り
ま
し
た

こ
ん
な
質
疑
が
あ
り
ま
し
た

こ
ん
な
討
論
が
あ
り
ま
し
た

こ
ん
な
討
論
が
あ
り
ま
し
た

　　　総務文教委員会（委員長：髙柳貴美代　副委員長：尾張美也子　委員：遠藤直弘、藤江竜三、稗田美菜子、中川喜美代、重松朋宏、藤田貴裕）

 ・くにたち男女平等参画ステーションの事業内容について
 ・（仮称）国立市人権・平和基本条例の検討状況について
 ・事務事業評価委員会意見への対応状況について
 ・（仮称）国立市安心・安全まちづくり基本条例（素案）
　策定等の検討報告書について
 ・国立市学校施設整備基本方針（素案）について
 ・（仮称）国立市文化芸術振興条例（素案）について

 ・事務事業評価委員会意見への対応状況について
 ・国立市都市計画マスタープラン第２次改訂版（素案）について

 ・事務事業評価委員会意見への対応状況について
 ・国立市第二次地域福祉計画（素案）について
 ・国立市しょうがいしゃ計画（素案）について
 ・国民健康保険制度改革（国保都道府県化）について



3 平成30年（2018年）2月５日発行 No.242

件　　名

平成29年　第4回定例会　各会派の議案への賛否 ◯：賛成　×：反対

概　　要
会派名（人数は議長を除く数） 議決

結果

◯　◯　◯　◯　◯　◯　◯　◯

◯　◯　◯　◯　◯　◯　◯　◯

◯　◯　◯　◯　◯　◯　◯　◯

◯　◯　◯　◯　◯　◯　◯　◯

◯　◯　◯　◯　◯　◯　◯　◯

◯　◯　◯　◯　◯　◯　◯　◯

◯　◯　◯　◯　◯　◯　◯　◯

◯　◯　◯　◯　◯　◯　◯　◯

◯　◯　×　◯　◯　◯　◯　◯

◯　◯　×　◯　◯　◯　◯　◯

◯　◯　×　◯　◯　◯　×　◯

◯　◯　◯　◯　◯　◯　◯　◯

◯　◯　◯　◯　◯　◯　◯　◯

◯　◯　◯　◯　◯　◯　◯　◯

◯　◯　◯　◯　◯　◯　◯　◯

◯　◯　◯　◯　◯　◯　◯　◯

◯　◯　◯　◯　◯　◯　◯　◯

◯　◯　◯　◯　◯　◯　◯　◯

◯　◯　◯　◯　◯　◯　◯　◯

×　×　◯　×　◯　◯　◯　×

×　◯　◯　×　◯　◯　◯　×

×　×　◯　×　◯　◯　◯　◯

◯　◯　◯　◯　◯　◯　◯　◯

×　×　◯　×　◯　◯　◯　×

◯　◯　×　◯　×　◯　×　◯

◯　◯　×　◯　×　×　×　◯

◯　◯　×　◯　×　×　×　◯

◯　◯　×　◯　◯　◯　×　◯

自
5

新
4

共
3

公
3

風
2

社
1

こ
1

み
1

議案
番号

予
算

決
算

条
例

条
例

そ
の
他

そ
の
他

議
員
提
出
議
案

市
長
提
出
議
案

陳情

一
部
採
択

①採択
◯20

②採択
◯11  ×9

否決
◯8  ×12

否決
◯7  ×13

可決
◯17  ×3

認定
◯13  ×7

認定
◯16  ×4

認定
◯16 ×4

可決
◯14  ×6

③不採択
◯7  ×13

採択
◯20

採択
◯20

可決
◯20

可決
◯20

可決
◯20

可決
◯20

可決
◯20

可決
◯20

可決
◯20

承認
◯20

同意

同意

陳情
第25号

陳情
第24号

陳情
第23号

議員提出
第14号

議員提出
第16号

議員提出
第15号

議員提出
第13号

第78号

第83号

第82号

第81号

第80号

第79号

第77号

第84号

第85号

第87号

第88号

認定
第1号

認定
第2号

認定
第3号

認定
第4号

認定
第5号

第89号

第90号

議員提出
第12号

人
事

意
見
書

第86号

専決処分事項の報告及び承認について
【平成29年度国立市一般会計補正予算（第3号）】

平成29年度国立市一般会計補正予算（第４号）案

平成29年度国立市国民健康保険特別会計補正予算
（第１号）案

平成29年度国立市下水道事業特別会計補正予算
（第１号）案

平成29年度国立市介護保険特別会計補正予算
（第３号）案

平成28年度国立市介護保険特別会計歳入歳出決算
（継続審査分）

平成28年度国立市一般会計歳入歳出決算
（継続審査分）

平成29年度国立市後期高齢者医療特別会計補正予算
（第１号）案

平成28年度国立市後期高齢者医療特別会計歳入歳出
決算（継続審査分）

平成28年度国立市国民健康保険特別会計歳入歳出
決算（継続審査分）

平成28年度国立市下水道事業特別会計歳入歳出決算
（継続審査分）

国立市女性と男性及び多様な性の平等参画を推進
する条例案

くにたち市民総合体育館及び芸術小ホール外壁等
改修工事請負契約の締結について

主要農作物種子法廃止に際し、公共財としての日本
の種子を保全する新たな法整備と積極的な施策を求
める意見書提出に関する陳情

主要農作物種子法廃止に際し、公共財としての日本
の種子を保全する参議院での附帯決議に基づく新た
な整備と積極的な施策を求める意見書案

「景観を壊す“さくら通りの自転車道整備工事”の
見直し」に関する陳情

受験生チャレンジ支援貸付事業に関する陳情

国立市議会政治倫理条例案

国立市人権擁護委員の推薦につき意見を求めること
について

国立市教育委員会委員の任命に伴う同意について

議会改革特別委員会の設置について

受験生チャレンジ支援貸付事業における貸付条件の
緩和を求める意見書案

平和首長会議からの呼びかけに応えて、核兵器禁止
条約への日本の参加を求める意見書案

くにたち市民プラザ条例の一部を改正する条例案

国立市市税賦課徴収条例の一部を改正する条例案

【補正額】＋3,117万3千円
【補正後の総額】298億8,090万6千円
衆議院議員選挙関連経費等の増
【補正額】＋4億1,576万2千円
【補正後の総額】302億9,666万8千円
障害福祉サービス費、国・都支出金返納金等の増

【補正額】△320万2千円
【補正後の総額】87億9,352万2千円
後期高齢者納付金、介護給付金等の減

【補正額】△4,475万7千円
【補正後の総額】29億3,803万8千円
下水道使用料徴収事務委託料、南部中継ポンプ場改築更新工事費等の減

【補正額】＋3,658万2千円 
【補正後の総額】56億4,435万6千円
介護予防サービス給付費等の増

【補正額】＋282万円
【補正後の総額】16億5,459万3千円
職員構成の変動等による職員手当等の増

男女平等参画の推進に向けた市の基本理念を明確にし、性別にか
かわらず誰もが自分らしく生きることができる社会を実現する

国立駅東側高架下に｢くにたち駅前市民プラザ」を開設するに当た
り、新施設の名称、位置等を追加する

税制改正により「わがまち特例」を追加（家庭的保育事業の固定
資産税の減額など）し、都市計画税の税率の特例（税率を100分
の0.27）を平成32年度まで延長する

放課後子ども総合プランに基づく学童保育所の受け入れ対象学年
の拡大に伴い、対象児童の変更及び施設の拡大等を行うととも
に、学校教育法施行令の一部改正に伴い、規定の整理を行う

他の市営自転車駐車場と比べ利用率の低い中央線高架下自転車駐
車場について、利用者増加を目的とした使用料の見直しを行うと
ともに、自転車駐車場別に駐車区分及び使用料を規定する

【提出者：重松朋宏議員ほか１名】上記一部改正の条例案の修正
案として定期利用の月額と一時利用の時間を変更する

【金額】3億2,989万1,400円
【事業者】立花建設株式会社　多摩支店
電子入札による制限付き一般競争入札

猪熊緑さん　
【任期　平成30（2018）年1月1日から4年間】

無記名投票（投票総数20票）
同意：17票　不同意：3票（うち白票3票）

無記名投票（投票総数20票）
同意：19票　不同意：1票（うち白票1票）

大島克己さん　
【任期　平成30（2018）年4月1日から3年間】

【提出者：遠藤直弘議員ほか19名】 国立市議会議員の政治倫理基
準を定め、議員とその配偶者等が役員をする企業の市との契約・
指定管理を禁止することなどを規定

【提出者：渡辺大祐議員ほか5名】 陳情第25号の採択を受けて、
建設環境委員会委員がほぼ同趣旨の内容で提出した意見書案

【提出者：尾張美也子議員ほか3名】 核兵器禁止条約が国連で採
択されたので、平和首長会議の呼びかけに応え、唯一の戦争被爆
国として、同条約への日本の参加を求める

【陳情者：国立市民ほか賛成署名692名】 主要農作物種子法廃止
に際し、食料主権と食の安全を守るため、種子保全の新たな法整
備と積極的施策を求める意見書の提出を求める

【提出者：石井伸之議員ほか19名】 国立市議会基本条例の目的が
達成されているかを点検し、議会費の検証を含む適切な措置を講
ずるため、議会特別委員会を設置する（委員数は議長を除く全議
員20名）

【提出者：望月健一議員ほか5名】 陳情第23号の採択を受けて、
福祉保険委員会委員が同趣旨の内容で提出した意見書案

【陳情者：国立市民】 国立市の街づくりの基本的考えに反した景
観を壊す、さくら通りの自転車道整備計画の見直しを求める

【陳情者：国立市民】 当該事業の子供の要件の「原則：都内に引
き続き１年以上在住していること」について緩和するよう、東京
都に要望することを求める

9月議会（第3回定例会）で決算特別委員会へ付託し、閉会中の継
続審査としたもの及び平成28年度決算に対する会派代表討論
【→4～5面に詳細】

国立市学童保育所条例の一部を改正する条例案

国立市自転車安全利用促進条例の一部を改正する
条例案

国立市自転車安全利用促進条例の一部を改正する
条例案（修正案）

③最初の工事区間と同じ景観・工事内容にする

②景観を壊す「自転車道標識」の撤去

①景観を壊す「赤色ポール」の撤去

認定
◯17 ×3

会派略称
自＝自由民主党・明政会（石井伸之・青木健・大和祥郎・髙柳貴美代・大谷俊樹・遠藤直弘）　新＝新しい議会（藤江竜三・稗田美菜子・石井めぐみ・渡辺大祐）
共＝日本共産党（高原幸雄・尾張美也子・住友珠美）　公＝公明党（中川喜美代・小口俊明・青木淳子）　風＝緑と自由の風（重松朋宏・関口博）
社＝社民党（藤田貴裕）　こ＝こぶしの木（上村和子）　み＝みらいのくにたち（望月健一）
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Ｑ
消
防
団
の
車
両
点
検
簿
に

統
一
性
が
な
い
と
の
指
摘
だ

が
、
ど
こ
が
不
都
合
な
の
か
。

Ａ
点
検
簿
の
内
容
が
統
一
さ

れ
て
い
れ
ば
チ
ェ
ッ
ク
し
や

す
い
の
で
、
新
し
く
作
り
直

し
て
い
た
だ
き
た
い
と
い
う

意
見
で
あ
る
。

Ｑ
多
年
に
わ
た
り
郵
券
（
切

手
等
）
に
対
す
る
質
疑
が
あ

っ
た
が
確
認
さ
れ
て
い
る
か
。

Ａ
今
年
度
も
全
課
に
お
い
て

郵
券
を
確
認
し
た
が
、
特
に

問
題
は
な
か
っ
た
。

Ｑ
年
度
を
越
え
た
支
出
に
つ

い
て
、
今
回
も
同
様
な
こ
と

が
出
て
き
て
し
ま
っ
た
が
。

Ａ
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
こ
と

だ
。
執
行
が
あ
っ
た
か
な
い

か
と
い
う
確
認
は
年
度
末
に

一
度
は
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

Ｑ
４
指
標
以
外
で
、
予
算
時

に
活
用
し
て
い
け
る
よ
う
な

国
立
市
独
自
の
指
標
を
考
え

て
い
く
考
え
は
。

Ａ
独
自
の
指
標
は
持
っ
て
い

る
が
、
将
来
予
測
は
難
し
く
、

中
期
収
支
見
通
し
の
８
年
ほ

ど
の
ス
パ
ン
で
あ
れ
ば
、
誤

差
も
大
き
く
な
く
見
通
し
て

い
け
る
と
考
え
て
い
る
。

Ｑ
市
た
ば
こ
税
の
歳
入
に
つ

い
て
今
後
の
見
通
し
は
。

Ａ
健
康
志
向
に
伴
う
喫
煙
者

の
減
少
が
あ
り
29
年
度
９
月

末
で
、
本
数
で
マ
イ
ナ
ス
６

％
ま
で
落
ち
込
ん
で
い
る
の

で
、
今
ま
で
通
り
を
期
待
す

る
の
は
難
し
い
。

Ｑ
新
た
な
歳
入
増
に
向
け
て

の
取
り
組
み
は
。

Ａ
新
規
施
設
の
整
備
に
向
け

て
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
を
検

討
し
て
お
り
、
そ
れ
に
向
け

た
研
究
を
庁
内
で
行
っ
た
。

Ｑ
法
人
市
民
税
が
５
千
400
万

円
マ
イ
ナ
ス
だ
が
法
人
の
事

業
税
、
住
民
税
も
市
の
歳
入

と
す
る
よ
う
意
見
書
を
あ
げ

る
考
え
は
。

Ａ
法
人
住
民
税
は
地
方
の
実

質
財
源
で
あ
り
、
こ
れ
を
国

税
化
す
る
こ
と
は
地
方
全
体

の
財
政
自
主
権
を
ゆ
が
め
る

も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
交

付
税
の
原
資
の
税
目
及
び
利

率
に
つ
い
て
制
度
改
正
が
必

要
だ
と
の
意
見
書
を
総
務
省

に
あ
げ
た
。

Ｑ
財
産
貸
付
収
入
が
27
年
度

よ
り
も
大
き
く
伸
び
て
い
る

が
、
そ
の
内
訳
は
。

Ａ
庁
舎
有
料
駐
車
場
に
対
す

る
貸
付
収
入
が
約
425
万
円
、

自
動
販
売
機
収
入
が
約
420
万

円
、
そ
の
他
、
電
柱
等
の
貸

付
で
あ
る
。

Ｑ
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
等

導
入
推
進
基
金
補
助
金
が
約

４
千
486
万
円
、
太
陽
光
発
電

シ
ス
テ
ム
設
置
事
業
が
１
千

100
万
円
の
歳
入
だ
が
内
容
は
。

Ａ
地
震
等
の
災
害
で
停
電
が

発
生
し
た
際
に
必
要
最
低
限

の
電
力
を
確
保
す
る
た
め
、

避
難
所
で
あ
る
第
二
中
学
校

に
太
陽
光
パ
ネ
ル
を
設
置
。

設
置
工
事
の
事
業
費
約
80
％

が
都
の
補
助
金
に
よ
る
歳
入
。

Ｑ
増
額
と
な
っ
た
市
町
村
総

合
交
付
金
の
経
営
努
力
割
の

内
容
は
。

Ａ
人
事
・
給
与
部
門
、
徴
税

強
化
部
門
、
歳
出
削
減
部
門

と
３
部
門
が
あ
り
、
人
員
削

減
、
人
事
評
価
制
度
、
徴
収

率
な
ど
が
評
価
さ
れ
る
。
歳

出
削
減
に
つ
い
て
、
行
革
等

が
評
価
さ
れ
、
約
４
千
万
円

多
く
交
付
さ
れ
て
い
る
。

会計区分 歳　　入 歳　　出 差引残額
一般会計 300億5,156万3,561 292億8,999万9,989 7億6,156万3,572

特
別
会
計

国 民 健 康 保 険 85億5,556万1,252 84億7,929万5,299 7,626万5,953
下 水 道 事 業 29億5,835万9,709 29億889万1,643 4,946万8,066
介 護 保 険 53億4,261万3,641 52億1,852万3,414 1億2,409万227
後期高齢者医療 17億658万5,519 16億4,368万9,927 6,289万5,592
小 　 　 計 185億6,312万121 182億5,040万283 3億1,271万9,838
合　　計 486億1,468万3,682 475億4,040万272 10億7,428万3,410

平成28年度各会計の決算状況 （単位：円）

市債 3.43%

地方消費税
交付金 5.09%

繰入金 2.58%

使用料及び
手数料 1.66% 分担金及び負担金

1.10%

諸収入
1.43%

繰越金 1.69% その他
2.44%

国庫支出金
16.30%
国庫支出金
16.30%

都支出金
14.51%

歳　入 歳　出

公債費
5.30%

消防費
4.00%

諸支出金
2.58%

議会費
1.07% その他

1.05%

衛生費
5.87%

民生費
48.34%

総務費
9.20%

教育費
7.88%

土木費
14.71%

市税
49.77%

平成28年度一般会計歳入歳出決算額構成比 

決 算 特 別 委 員 会
平成28年度一般会計決算及び各特別会計決算を認定

適正な事務執行の徹底と国立らしい柔軟な財政運営を！　
新しい議会　４名　認定

市民生活の安定と、暮らし応援に向けたあたたかい取り組みを
日本共産党　３名　不認定

バランス感覚にすぐれた永見市長の今後の行財政運営に期待
自由民主党・明政会　５名　認定

10月5日、6日、10日、11日開催　　　　　
委員長：大谷俊樹、副委員長：高原幸雄

平成28年度決算に対する会派代表討論（要旨）平成28年度決算に対する会派代表討論（要旨）
≪会派名簿順に掲載/認定・不認定は一般会計決算に対して≫≪会派名簿順に掲載/認定・不認定は一般会計決算に対して≫
会派の構成人数により討論時間が異なるため、文字数に違いがあります。会派の構成人数により討論時間が異なるため、文字数に違いがあります。

総
括
質
疑
と
歳
入

代
表
監
査
委
員
に
対
す
る

質
疑

　　　建設環境委員会（委員長：渡辺大祐　副委員長：高原幸雄　委員：青木健、大谷俊樹、小口俊明、関口博 ）

健
全
化
判
断
比
率
等
に
対

す
る
質
疑

　平成28年度は７年ぶりに普通交
付税不交付団体となり、さらに税
連動交付金である地方消費税交付
金、利子割交付金、配当割交付金、
株式等譲渡所得割交付金が大幅に
減となる厳しい状況であったが、
市民税や固定資産税の増など景気
回復の兆しも感じられた。
　発覚した固定資産税の誤課税は、
行政の信用にも関わる重大なミス
であると認識していただきたい。
　待機児童解消のための認可保育
所の開設や、旧国立駅舎再築用地
買収事業、国立駅南口第1自転車

駐車場整備事業など大きな歳出が
あったが、国立の未来に明るい希
望を持てる事業には積極的な投資
も必要であろう。
　観光促進に係る事業・元気高齢
者の居場所づくりに係る事業・子
どもの居場所づくり事業補助金に
係る事業などは、市民力を活用し
た今後の地方自治の柱になると考
える。市民協働の事業を促進する
ことで、本来の自治の在り方に立
ち返り、国立らしい市政運営を
行っていただくことを要望して、
28年度一般会計決算を認定する。

　駅前は、市民が利用しやすい施
策が必要だが、市は南第１駐輪場
を200メートル西に移動させる計
画では市民の利便性が図れないし、
アンケートの意見が反映されてい
ない。教育では、スクールソーシャ
ルワーカーの拡充やインクルーシ
ブ教育推進事業に力を入れた事、
次世代の育成に取り組む事は一定
評価出来る。しかし教育費の割合
を見ると、歳出決算総額は292億
8,999万9,989円であるのに対して
教育費は23億755万6,414円、比率
では全体の7.88％、多摩26市の一

般会計に占める教育費の割合では
下位に属している。子育て重視の
施策をとるならば改善を求める。
ごみの有料化では、アンケート結
果ではまだ約半数の市民が有料化
に対して反対している、あるいは
有料化に疑問があるとしているが、
市民が納得できるような施策に
なっていなかったことに問題があ
る。
　以上の理由を鑑みると、生活基
盤の安定・格差是正に向けた、暮
らしを応援する抜本的な施策は十
分に行われたとは考えられない。

　平成21年度以来７年ぶりに普通
交付税不交付団体となったことか
ら国庫補助金の補助率低下などが
見込まれるため、今後もゆるぎな
き財政運営をお願いしたい。市税
の徴収率が引き続き高い水準にあ
る事を高く評価する。
　経常収支比率は+2.4ポイントの
92.7％となったことから少子超高
齢化により今後見込まれる扶助費
の増、公共施設の老朽化対策など
に備え更なる財源の確保及び経費
削減に努めなければならない。生
産人口の増加を目指し内向きにな

らず未来に向けて、まちづくりの
積極的な施策を展開すると共に企
業誘致の推進を強く要望する。旧
駅舎再築事業について、維持管理
運営費をおおむね２千万円と捉え
ているとの事だが、しっかり精査
し維持管理運営費分をカバーでき
る収益の上がる事業を今から模索
すべきである。アドバイザリー業
務委託費についてだが、今後は副
市長をトップに自前でアドバイザ
リー業務をなし得る広い見識を
持った担当職員の育成に力を注い
で頂きたい。



　市民が守り続けてきた大学通り
の景観を壊す高層マンション計画
に毅然と反対したのが当時の上原
市長だ。首長は市民の想いを付託
された代表でそれに応えるべく行
動するのは真っ当な事だ。当時の
市長個人に責任を負わすのは理不

尽。家庭ごみ有料化では、ごみ袋
は高い、資源ごみの収集は間引き、
ごみカレンダーは毎年つくって毎
年捨てるなど市民から苦情が出さ
れている。矢川保育園の民営化は
事業団化になったが、公立の良さ
を保育に反映させるべきだ。
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歳
出    （
質
疑
）

総
務
費

総
務
費

Ｑ
空
き
家
実
態
調
査
の
活
用

方
針
と
、
専
門
的
に
対
応
で

き
る
部
署
を
作
る
考
え
は
。

Ａ
緊
急
な
対
策
を
要
す
る
空

き
家
は
な
か
っ
た
の
で
、
ま

ず
は
徹
底
管
理
を
進
め
つ
つ
、

各
部
署
と
連
携
し
て
い
く
。

Ｑ
職
員
の
時
間
外
勤
務
の
最

高
は
何
時
間
か
、
何
課
か
。

Ａ
最
高
は
１
千
14
時
間
で
、

福
祉
総
務
課
の
職
員
。

Ｑ
く
に
た
ち
原
爆
体
験
伝
承

者
１
期
生
の
派
遣
先
は
。

Ａ
平
和
の
イ
ベ
ン
ト
の
中
で

岐
阜
県
北
方
町
、
千
代
田
区
、

国
分
寺
市
。
他
は
企
業
、
小

学
校
な
ど
。

Ｑ
個
人
番
号
カ
ー
ド
の
業
務

に
関
す
る
人
材
派
遣
費
、
事

務
委
任
の
交
付
金
の
内
容
は
。

Ａ
人
材
派
遣
は
、
交
付
業
務

の
特
設
窓
口
に
関
す
る
人
件

費
で
今
後
は
発
生
し
な
い
。

交
付
金
は
、
カ
ー
ド
を
つ
く

る
業
務
を
委
託
す
る
に
あ
た

り
か
か
る
製
作
代
金
。

民
生
費

民
生
費

Ｑ
ふ
れ
あ
い
牛
乳
事
業
が
事

務
事
業
評
価
委
員
会
の
対
象

項
目
と
な
っ
て
い
る
が
、
今

後
ど
う
取
り
組
む
の
か
。

Ａ
見
守
り
安
否
確
認
と
し
て

食
事
サ
ー
ビ
ス
と
ふ
れ
あ
い

牛
乳
の
両
方
を
利
用
さ
れ
て

い
る
方
が
い
る
が
、
生
活
実

態
を
調
査
、
把
握
し
、
個
別

に
調
整
し
て
い
く
。

Ｑ
28
年
10
月
開
始
の
夜
間
・

休
日
女
性
相
談
の
総
括
は
。

今
後
の
継
続
等
の
考
え
は
。

Ａ
緊
急
的
な
相
談
は
な
く
、

人
間
関
係
の
悩
み
、
深
夜
に

か
け
て
く
る
方
が
傾
向
と
し

て
多
か
っ
た
と
認
識
。
29
年

度
も
相
談
の
件
数
が
増
え
て

お
り
、
今
後
の
あ
り
方
も
ま

た
検
討
し
て
い
き
た
い
。

衛
生
費

衛
生
費

Ｑ
ご
み
の
有
料
化
に
伴
っ
て

新
聞
紙
や
雑
誌
等
の
収
集
日

が
減
っ
て
い
る
が
、
理
由
は
。

Ａ
収
集
効
率
を
向
上
し
、
委

託
収
集
費
用
を
削
減
す
る
こ

と
、
Ｅ
Ｐ
Ｒ
（
拡
大
生
産
者

責
任
）
の
考
え
を
基
本
に
し

た
５
Ｒ
の
推
進
で
、
社
会
を

循
環
型
に
変
え
て
い
き
た
い
。

Ｑ
ご
み
カ
レ
ン
ダ
ー
を
毎
年

作
る
の
は
無
駄
で
は
な
い
か
。

Ａ
パ
タ
ー
ン
化
で
き
ず
、
月

に
よ
っ
て
収
集
し
な
い
日
が

で
き
て
し
ま
う
た
め
、
今
の

方
式
を
採
用
し
て
い
る
。

Ｑ
胃
が
ん
検
診
の
ピ
ロ
リ
菌

の
除
去
の
取
り
組
み
は
。

Ａ
28
年
度
は
先
行
実
施
し
た

立
川
市
を
調
査
研
究
し
、
29

年
度
は
実
施
計
画
と
し
て
、

12
月
開
始
を
考
え
て
い
る
。

土
木
費

土
木
費

Ｑ
旧
国
立
駅
舎
再
築
に
関
す

る
ア
ド
バ
イ
ザ
リ
ー
業
務
委

託
料
194
万
４
千
円
と
は
何
か
。

Ａ
旧
国
立
駅
舎
の
再
築
等
に

識
見
を
有
し
て
い
る
方
に
ア

ド
バ
イ
ザ
リ
ー
を
お
願
い
し
、

基
本
設
計
を
行
っ
て
い
く
。

Ｑ
副
市
長
は
そ
う
い
う
専
門

的
な
知
見
を
有
し
て
い
る
。

職
員
を
育
て
、
庁
内
で
で
き

る
体
制
を
組
む
べ
き
で
は
。

Ａ
や
っ
て
い
き
た
い
と
思
う
。

Ｑ
国
立
駅
南
口
複
合
公
共
施

設
の
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
は
。

Ａ
運
営
に
つ
い
て
の
支
出
を

約
７
千
600
万
円
、
収
入
を

３
千
400
万
円
程
度
見
込
み
、

４
千
万
円
程
度
の
負
担
と
な

る
。

Ｑ
建
築
費
用
と
合
わ
せ
て
毎

年
２
億
円
程
度
が
今
後
15
年

強
使
わ
れ
て
い
く
わ
け
だ
が
、

今
後
の
財
政
の
見
通
し
は
。

Ａ
近
隣
の
用
地
の
動
き
な
ど

の
状
況
に
合
わ
せ
予
算
を
た

て
る
手
法
を
検
討
す
る
。

消
防
費

消
防
費

Ｑ
ヤ
フ
ー
株
式
会
社
と
災
害

時
の
サ
イ
ト
構
築
等
の
協
定

を
締
結
し
た
メ
リ
ッ
ト
は
。

Ａ
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
閲

覧
が
し
づ
ら
い
際
に
、
ヤ
フ

ー
に
市
の
情
報
が
掲
載
さ
れ
、

閲
覧
で
き
る
よ
う
に
な
る
。

教
育
費

教
育
費

Ｑ
適
応
指
導
教
室
に
通
っ
て

い
る
子
供
が
44
名
い
る
が
、

不
登
校
の
子
供
た
ち
は
こ
れ

よ
り
多
い
の
か
。

Ａ
５
〜
６
割
の
子
供
が
適
応

指
導
教
室
に
通
っ
て
い
る
。

Ｑ
通
っ
て
い
な
い
不
登
校
の

子
供
た
ち
へ
の
対
応
は
。

Ａ
担
任
が
家
庭
訪
問
す
る
と

い
っ
た
学
校
中
心
の
対
応
の

ほ
か
、
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ

ル
ワ
ー
カ
ー
、
家
庭
と
子
供

の
支
援
員
を
活
用
し
て
い
る
。

Ｑ
27
年
度
開
始
の
子
ど
も
の

体
力
・
運
動
能
力
向
上
に
係

る
事
業
の
助
成
金
の
内
容
が

変
わ
っ
て
い
る
理
由
は
。

Ａ
５
・
６
年
生
対
象
を
４
年

生
ま
で
拡
大
、
充
当
額
の
変

更
等
、
拡
充
を
図
っ
た
も
の
。

Ｑ
図
書
館
等
の
資
料
の
除
籍

で
、
リ
サ
イ
ク
ル
等
に
回
さ

れ
た
本
の
数
は
。

Ａ
毎
年
学
校
図
書
リ
サ
イ
ク

ル
を
実
施
し
18
施
設
に
回
し

て
い
る
。
29
年
度
は
第
１
回

リ
サ
イ
ク
ル
フ
ェ
ア
を
行
い

１
千
500
冊
弱
の
本
を
利
用
者

に
持
ち
帰
っ
て
い
た
だ
い
た
。

　

以
上
の
よ
う
な
審
査
を
経

て
、
平
成
28
年
度
一
般
会
計

決
算
は
、
賛
成
多
数
で
認
定

と
な
り
ま
し
た
。

◇ 

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

決
算

◇
下
水
道
事
業
特
別
会
計
決
算

◇
介
護
保
険
特
別
会
計
決
算

◇ 

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会

計
決
算

　

右
の
特
別
会
計
決
算
は
、

す
べ
て
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

市民の想いに応えた元市長に求償するな　
社民党 １名　不認定

故佐藤市長の人権、平和の姿勢は本物！永見市長は条例として遺せ
こぶしの木　１名　不認定

文教都市くにたちにふさわしい教育・子育て支援を　
みらいのくにたち　１名　認定

全ての政策の原則は「私たちのことを、私たち抜きに決めないで」
緑と自由の風　２名　不認定

　　　福祉保険委員会(委員長：望月健一　副委員長：石井めぐみ　委員：石井伸之、大和祥郎、住友珠美、青木淳子、上村和子)

Ｑ
国
民
健
康
保
険
給
付
費
が

大
き
く
減
っ
た
要
因
は
。

Ａ
被
保
険
者
が
27
年
度
末
か

ら
１
千
30
人
減
少
し
た
こ
と

が
大
き
い
。
高
額
薬
剤
に
つ

い
て
薬
価
改
定
に
よ
り
伸
び

が
抑
制
さ
れ
た
こ
と
も
影
響
。

Ｑ
特
定
健
康
診
査
に
つ
い
て
、

な
ぜ
、
対
象
者
の
半
数
の
方

が
受
診
に
至
ら
な
い
の
か
。

Ａ
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
り
受
診

機
会
の
拡
大
が
非
常
に
重
要

と
な
る
の
で
、
土
日
に
市
内

の
指
定
医
療
機
関
で
実
施
で

き
な
い
か
検
討
し
て
い
る
。

Ｑ
下
水
道
事
業
債
の
28
年
度

末
の
起
債
残
高
が
約
92
億
円

だ
が
、
毎
年
ど
の
く
ら
い
返

済
が
進
ん
で
い
る
の
か
。

Ａ
毎
年
14
億
円
程
度
償
還
し

て
い
る
。

Ｑ
ご
近
所
さ
ん
で
レ
ッ
ツ
ゴ

ー
が
、
28
年
度
は
93
回
実
施
、

延
べ
１
千
471
人
が
参
加
で
普

及
し
て
い
る
が
、
現
状
は
。

Ａ
拠
点
８
カ
所
で
、
お
互
い

に
誘
っ
て
き
て
い
た
だ
い
て

い
る
。
な
お
、
３
カ
所
で
自

主
グ
ル
ー
プ
化
が
で
き
た
。

特
別
会
計
決
算
へ
の
主
な
質
疑

●
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

●
下
水
道
事
業
特
別
会
計

●
介
護
保
険
特
別
会
計

行財政改革に一層努力することを期待する　
公明党　３名　認定

　平成28年度は故佐藤市長の最後
の予算執行となった決算であるが、
安心安全のまちづくりと次世代育
成のための事業が前進したと評価
する。
　収納率は、平成20年度に収納課
を創設以来毎年度向上し、多摩26
市中第１位であった。市職員の努
力を高く評価すると共に多くの市
民の納税のご協力に感謝申し上げ
る。また経済的な理由で払えない
方には、寄り添った適切な対応を
望む。
　歳出面において、公債費及び扶

助費の増となったことにより経常
収支比率が悪化した。
　今後も扶助費の増加が見込まれ、
公共施設の老朽化や待機児童対策、
国立駅周辺のまちづくりなど、中
・長期的な課題や事業が山積して
おり油断できない財政状況である。
財源の確保と共に行財政改革に一
層努力することを要望する。
　職員の健康管理に留意し、長時
間勤務削減のため一層の業務改善
をお願いし、一般会計歳入歳出決
算及び各特別会計のいずれの歳入
歳出決算を認定とする。

▶2016年度決算不認定の理由
　①大学通り高層マンション建設
に対し「オール国立」で進めた景
観政策の責任を、政治報復的な裁
判で元市長一人に負わせ、市民の
分断と対立を深めた。全国から集
められ完済した約4,500万円を、
過去→未来へ、大学通り→まち全
体をつなぐことに有効に活用され
る時、市民の分断が完全に終わる。
　②プライバシー侵害の懸念が残
るマイナンバー制度の本格稼働へ
の対策が後手に回っている。市独
自の証明書コンビニ交付は、１枚

200円の住民票に約２万円ものコ
ストがかかっており、即時撤退を。
　③市民参加や市民合意への姿勢
が薄く、大事なことが当事者不在・
行政主導で短期間に決められた。
▶2016年度の予算執行に対して　
　議員の職員に対するパワハラ・
セクハラへの対応が後手に回った。
実効的な再発防止策を求める。
▶2018年度予算案の検討に向けて
　政治対立を乗り超え、市民を巻
き込むプロセスを大事にし、弱い
立場の人に寄り添い、我々も賛成
できる予算案となるよう期待する。

　旧国立駅舎復元より広場を確保
しまっすぐ伸びる大学通りと広い
空の景観を見せよ。上原元市長へ
の求償債権の回収は事務的にやら
ず景観重点地域である大学通りの
沿道に高い建物を建てるという問
題の本質を解決できる取り組みを。

問題山積の家庭ゴミの有料化は見
直せ。故佐藤前市長の最後の決算、
遺言となった全国平和首長会議で
の「人権行政の使命」スピーチは
本物であった。力強い条例となっ
て甦ることを強く期待する。

　持続可能な行財政運営を見据え
長期的な財政運営を考えるべきだ。
教育子育て支援、介護状態になっ
ても安心して過ごせる地域包括ケ
アの推進、平和人権の施策の３点
を発展させて頂きたい。教育子育
て支援は、待機児童対策、就学前

の子どもに対する教育、子どもの
貧困対策に力を入れること、また、
子ども版地域包括ケアシステムを
構築すべきだ。子どもの施策を充
実させることは、日本の未来への
投資である。文教都市にふさわし
い教育子育て支援を要望する。
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国
立
駅
南
口
整
備
に
新
た
な
提
案

宿
泊
施
設
誘
致
の
可
能
性
を
問
う

新
し
い
議
会　
　

石
井 

め
ぐ
み  

議
員

Q
Ｊ
Ｒ
が
計
画
し
て
い
る
旧

駅
舎
の
西
側
用
地
と
南
口
複

合
公
共
施
設
用
地
を
交
換
し
、

宿
泊
施
設
を
誘
致
し
て
い
た

だ
く
提
案
は
で
き
な
い
か
。

A
文
教
地
区
が
指
定
さ
れ
た

経
緯
を
考
え
る
と
難
し
い
。

Q
特
例
を
使
え
ば
文
教
地
区

指
定
を
外
さ
ず
宿
泊
施
設
の

誘
致
も
で
き
る
が
、
市
長
の

お
考
え
は
ど
う
か
。

A
ま
ち
の
価
値
と
い
う
観
点

か
ら
、
住
民
が
本
気
で
議
論

す
る
こ
と
が
必
要
な
時
代
が

近
づ
い
た
印
象
を
受
け
る
。

Q
現
在
は
縦
割
り
行
政
の
中

で
行
わ
れ
て
い
る
市
民
協
働

や
委
託
事
業
を
、
部
署
を
超

え
た
官
民
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
中
で
も
っ
と
積
極
的
に
活

用
で
き
な
い
か
。

A
業
務
の
満
足
度
や
基
準
を

満
た
す
指
針
は
必
要
だ
が
、

地
域
社
会
へ
の
き
め
細
や
か

な
対
応
が
可
能
な
公
共
分
野

の
担
い
手
と
し
て
、
促
進
を

図
っ
て
い
き
た
い
。

Q
不
登
校
の
子
ど
も
を
支
援

し
な
が
ら
学
習
す
る
適
応
指

導
教
室
に
つ
い
て
問
う
。

A
学
級
担
任
と
連
携
を
取
り

な
が
ら
、
個
々
に
応
じ
た
指

導
が
行
わ
れ
て
い
る
。

Q
学
習
の
成
果
は
学
校
の
成

績
に
反
映
さ
れ
る
の
か
。
ま

た
進
路
指
導
の
状
況
は
。

A
で
き
る
だ
け
反
映
さ
せ
て

い
る
。
進
学
指
導
も
行
っ
て

お
り
進
学
率
は
中
３
で
現
在

100
％
と
な
っ
て
い
る
。

教
育
を
征
す
る
者
は
経
済
を
征
す
る

教
育
に
予
算
を
投
入
せ
よ

み
ら
い
の
く
に
た
ち　
　

望
月 

健
一  

議
員

Q
国
立
音
大
グ
ル
ー
プ
の
協

力
を
得
な
が
ら
市
民
向
け
音

楽
講
座
は
開
け
な
い
か
。

A
連
携
協
定
も
結
ん
で
お
り

相
談
で
き
る
状
況
に
あ
る
。

協
議
し
て
い
き
た
い
。

Q
就
学
前
の
子
ど
も
の
教
育

に
関
し
て
、
幼
児
教
育
に
力

を
入
れ
て
い
る
大
学
と
の
連

携
を
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

A
人
選
・
大
学
等
に
つ
い
て

今
後
検
討
を
進
め
た
い
。

Q
高
齢
者
・
年
金
生
活
者
の

割
合
が
多
い
団
地
住
民
が
、

富
士
見
台
団
地
に
住
み
続
け

る
た
め
に
家
賃
の
問
題
も
含

め
市
長
の
答
弁
を
求
め
る
。

A
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
し

続
け
ら
れ
る
地
域
包
括
ケ
ア

の
基
本
に
戻
り
、
家
賃
の
問

題
も
当
然
含
め
て
、
今
後
と

も
対
応
し
て
い
き
た
い
。

Q
災
害
対
策
基
本
法
に
お
い

て
高
齢
者
・
し
ょ
う
が
い
し

ゃ
等
の
災
害
時
要
支
援
者
の

名
簿
作
成
は
義
務
規
定
で
あ

る
。
当
市
の
状
況
と
、
災
害

時
の
活
用
を
問
う
。

A
具
体
的
な
活
用
方
法
に
つ

い
て
詳
細
な
検
討
を
行
う
。

Q
民
間
放
課
後
デ
イ
と
協
定

を
結
ぶ
な
か
、
発
達
し
ょ
う

が
い
の
子
ど
も
等
の
福
祉
避

難
所
を
拡
大
で
き
な
い
か
。

A
担
当
部
署
と
連
携
し
、
対

応
を
検
討
し
た
い
。

他
、
歩
道
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー

化
、
市
民
体
育
館
の
し
ょ
う

が
い
し
ゃ
利
用
へ
の
配
慮
な

ど
に
つ
い
て
質
問
。

市
長
は
景
観
基
本
計
画
を
見
直
し
、

大
学
通
り
の
景
観
守
れ
！

こ
ぶ
し
の
木　
　

上
村 

和
子  

議
員

Q
上
原
元
市
長
個
人
に
対
す

る
４
千
500
万
円
以
上
の
損
害

賠
償
請
求
裁
判
は
11
月
21
日

に
、
全
国
か
ら
５
千
人
に
も

及
ぶ
寄
付
が
集
ま
り
完
済
さ

れ
た
が
、「
最
後
の
幕
引
き
役
」

と
自
ら
を
表
し
た
永
見
市
長

は
、
そ
も
そ
も
景
観
重
点
地

区
の
沿
道
に
高
い
建
物
は
ど

う
か
の
本
質
問
題
に
立
ち
返

っ
て
の
賠
償
金
の
使
途
方
針

を
示
す
べ
き
と
考
え
る
が
。

A
【
市
長
】
賠
償
金
に
つ
い

て
は
賠
償
金
処
理
で
行
い
た

い
。
そ
れ
と
は
別
に
、
こ
の

問
題
の
根
幹
は
「
後
だ
し
じ

ゃ
ん
け
ん
」
に
あ
る
と
思
う
。

従
っ
て
こ
の
問
題
を
乗
り
越

え
る
た
め
に
は
、
景
観
基
本

計
画
を
き
っ
ち
り
見
直
し
、

大
学
通
り
地
区
の
あ
る
べ
き

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
景
観
基
本

計
画
の
中
に
き
ち
っ
と
示
す

こ
と
と
考
え
、
取
り
組
む
。

Q
０
、
１
、
２
歳
の
保
育
と

教
育
を
統
合
し
た
保
育
ビ
ジ

ョ
ン
を
つ
く
り
、
実
践
す
べ

き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

A
平
成
30
年
度
改
定
の
保
育

所
保
育
指
針
に
も
よ
り
積
極

的
に
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
点
に
着
眼
し
、
今
後
の

重
要
な
施
策
と
考
え
る
。

Q
公
民
館
、
図
書
館
の
職
員

人
材
確
保
に
つ
い
て
は
。

A
両
館
と
も
そ
の
果
た
す
べ

き
役
割
や
歴
史
的
な
経
過
を

考
え
る
と
今
後
も
直
営
で
い

く
こ
と
が
望
ま
し
い
と
教
育

委
員
会
と
し
て
考
え
る
。

三
多
摩
最
低
レ
ベ
ル
の
教
育
費
の

充
実
で
子
育
て
世
帯
の
定
住
を

日
本
共
産
党　
　

尾
張 

美
也
子  

議
員

Q
２
０
１
０
年
か
ら
５
年
で
市

の
年
少
人
口
が
減
少
し
た
が
。

A
府
中
・
国
分
寺
は
増
加
だ

が
国
立
は
524
人
減
少
し
た
。

Q
流
出
の
半
分
が
２
世
代
の

親
子
世
帯
を
ど
う
み
る
か
。

A
家
賃
・
地
価
の
影
響
だ
。

Q
転
入
・
転
出
ア
ン
ケ
ー
ト

で
国
立
の
よ
く
な
い
点
は
。

A
子
育
て
支
援
、
図
書
館
の

充
実
が
よ
く
な
い
答
え
が
多
い
。

Q
課
別
予
算
要
望
の
削
減
の

47
％
は
教
育
委
員
会
の
要
望
。

三
多
摩
で
低
い
教
育
費
を
増

額
し
Ｐ
Ｔ
A
の
要
望
に
あ
る

学
校
ト
イ
レ
の
抜
本
改
修
や

温
水
シ
ャ
ワ
ー
の
設
置
を
。

A
施
設
面
の
要
望
が
多
い
が

費
用
が
掛
か
る
の
で
抜
本
改

修
は
困
難
。
シ
ャ
ワ
ー
も
約

500
万
円
掛
る
が
検
討
す
る
。

Q
教
員
の
多
忙
化
解
消
が
教

育
の
充
実
に
繋
が
る
が
。

A
勤
務
時
間
を
把
握
す
る
。

Q
35
人
学
級
等
で
教
員
増
加

が
有
効
だ
が
ど
う
か
。

A
同
感
。
都
に
要
望
す
る
。

Q
図
書
館
は
直
営
で
文
教
都

市
の
柱
と
し
長
期
計
画
を
。

A
直
営
は
維
持
す
る
方
向
。

長
期
計
画
は
立
て
な
い
。

Q
高
架
下
に
廃
棄
本
を
展
示

し
て
市
民
に
公
開
を
。

A
検
討
す
る
。

Q
旧
駅
舎
か
ら
大
学
通
り
ま

で
文
化
財
指
定
の
検
討
を
。

A
手
続
き
な
ど
が
難
し
い
。

他
、
旧
駅
舎
周
辺
等
ま
ち
づ

く
り
に
市
民
の
声
を
反
映
す

る
た
め
の
住
民
投
票
を
提
案
。

自
治
体
は
市
民
生
活
安
定
の
た
め
、

支
え
る
力
に
！

日
本
共
産
党　
　

住
友 

珠
美  

議
員

Q
福
祉
保
険
委
員
会
で
共
生

型
の
多
機
能
施
設
を
視
察
し
、

引
き
こ
も
る
若
者
へ
の
サ
ポ

ー
ト
体
制
が
あ
っ
た
。
国
立

市
で
の
引
き
こ
も
る
若
者
に

向
け
て
の
繋
が
り
と
支
援
体

制
の
取
り
組
み
は
。

A
公
民
館
に
て
Ｈ
25
年
か
ら

自
立
に
課
題
を
抱
え
る
若
者

支
援
事
業
を
行
っ
て
い
る
。

当
事
者
、
家
族
、
市
民
に
向

け
た
事
業
の
３
点
で
展
開
。

Q
未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち

へ
の
支
援
策
と
し
て
、
市
独

自
の
奨
学
金
制
度
は
考
え
ら

れ
な
い
か
。

A
現
状
で
は
市
と
し
て
改
め

て
行
っ
て
い
く
と
い
う
方
向

性
は
も
っ
て
い
な
い
。

Q
資
源
ご
み
等
の
収
集
が
隔

週
に
な
っ
た
た
め
、
市
民
は

ご
み
出
し
に
苦
慮
し
て
い
る

が
、
ど
う
対
応
す
る
の
か
。

A
回
収
を
隔
週
に
し
た
結
果
、

収
集
終
了
時
間
の
短
縮
、
販

売
店
回
収
推
進
が
進
ん
だ
と

捉
え
て
い
る
。

Q
有
料
化
と
と
も
に
ご
み
の

細
分
化
に
よ
っ
て
高
齢
者
な

ど
が
分
別
困
難
に
な
っ
て
い

る
が
、
対
応
策
は
。

A
ま
ず
は
、
ご
み
出
し
カ
レ

ン
ダ
ー
の
充
実
を
図
る
。

Q
商
店
街
に
賑
わ
い
を
創
る

施
策
と
し
て
、
矢
川
メ
ル
カ

ー
ド
の
活
性
化
事
業
を
他
商

店
街
で
も
で
き
な
い
か
。

A
ぜ
ひ
検
討
し
て
い
き
た
い
。

他
、
５
Ｒ
の
促
進
、
起
業
応

援
に
つ
い
て
質
問
。

タ
バ
コ
の
煙
の
対
策
は
待
っ
た
な
し

緑
と
自
由
の
風　
　

重
松 

朋
宏  

議
員

新
し
い
議
会　
　

稗
田 

美
菜
子  

議
員

Q
子
育
て
応
援
ア
プ
リ
の
子

育
て
日
記
で
予
防
接
種
等
の

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
管
理
が
で
き

な
い
か
。

A
Ｗ
Ｅ
Ｂ
上
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
と
の
同
期
と
合
わ
せ
て
今

後
調
整
を
図
り
た
い
と
考
え

て
い
る
。

Q
育
児
を
す
る
父
親
へ
の
支

援
は
ど
の
よ
う
な
も
の
を
行

な
っ
て
い
る
か
。
ま
た
災
害

時
の
減
災
の
た
め
の
子
育
て

世
代
へ
普
段
か
ら
ど
の
よ
う

な
働
き
か
け
を
し
て
い
る
か
。

A
パ
パ
講
座
を
開
催
し
て
い

る
。
今
回
は
「
乳
幼
児
の
い

る
家
庭
の
防
災
に
つ
い
て
考

え
る
」
を
開
催
し
家
具
転
倒

防
止
器
具
の
固
定
の
仕
方
、

避
難
場
所
や
家
庭
で
の
備
蓄

な
ど
に
つ
い
て
確
認
し
た
後

座
談
会
も
開
催
し
た
。

Q
育
児
中
は
母
親
や
父
親
の

自
己
の
健
康
管
理
が
後
回
し

に
な
る
た
め
啓
発
す
る
必
要

が
あ
る
が
ど
う
か
。

A
ウ
ェ
ル
カ
ム
赤
ち
ゃ
ん
事

業
の
中
で
知
っ
て
お
き
た
い

産
後
の
情
報
な
ど
を
実
施
し

て
い
る
。
今
後
再
勧
奨
の
方

法
に
つ
い
て
検
証
し
て
い
く
。

Q
児
童
虐
待
防
止
の
取
り
組

み
は
。

A
平
成
28
年
度
か
ら
相
談
カ

ー
ド
を
配
布
、
こ
れ
ま
で
に

延
べ
25
件
の
相
談
が
あ
り
、

増
加
傾
向
に
あ
る
。

他
、
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン

グ
へ
の
そ
の
後
の
取
り
組
み

な
ど
を
質
問
。

市
民
に
負
担
を
強
い
る
ご
み
有
料
化
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度

緑
と
自
由
の
風　
　

関
口 

博  

議
員

Q
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
シ
ス
テ
ム

は
、
児
童
扶
養
手
当
等
各
種

申
請
時
に
提
出
書
類
が
不
要

に
な
り
市
民
に
と
っ
て
も
、

職
員
に
と
っ
て
も
便
利
に
な

る
と
宣
伝
し
て
導
入
さ
れ
た

が
、
現
状
は
ど
う
か
。

A
厚
労
省
の
所
管
の
事
務
に

不
備
が
あ
り
、
市
民
は
書
類

の
持
参
は
必
要
で
あ
る
。
職

員
は
試
行
の
チ
ェ
ッ
ク
と
二

重
の
手
間
が
か
か
っ
て
い
る
。

Q
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
シ
ス
テ
ム

は
、
職
員
に
負
担
を
か
け
、

市
民
に
利
便
性
が
な
い
と
判

明
。
シ
ス
テ
ム
に
関
連
し
た

証
明
書
コ
ン
ビ
ニ
交
付
で
は

１
枚
200
円
の
証
明
書
作
成
コ

ス
ト
が
１
万
８
千
円
も
か
か

る
事
が
判
明
。
行
政
評
価
し

て
止
め
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

A
来
年
度
か
ら
は
、
事
務
事

業
評
価
の
対
象
と
な
る
。

Q
財
政
改
革
審
議
会
の
答
申

で
経
済
効
果
が
５
千
900
万
円

あ
る
と
し
て
ご
み
の
有
料
化

に
踏
み
切
っ
た
が
、
そ
の
効

果
は
あ
っ
た
の
か
。

A
ご
み
袋
の
売
り
上
げ
１
億

５
千
万
円
、
経
費
が
１
億
円
。

差
し
引
き
で
５
千
万
円
の
効

果
が
あ
っ
た
。

他
、
市
民
が
１
億
５
千
万
円

負
担
し
て
市
が
５
千
万
円
儲

け
た
だ
け
。
財
政
改
革
審
議

会
の
答
申
は
市
民
に
負
担
を

強
い
る
だ
け
で
あ
っ
た
こ
と

を
指
摘
。
他
、
バ
リ
ア
フ
リ

ー
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
条
例

を
作
成
す
る
よ
う
要
望
し
た
。

一般質問とは、議員個人が市政全般について行政当局（市長や教育委員会など）に質問することです。一般質問発言順に、各議員本人が要旨
をまとめたものを掲載しています。

6

、

子
育
て
に
や
さ
し
い
ま
ち
に
！！

Q
受
動
喫
煙
防
止
条
例
の
早

期
制
定
を
求
め
る
陳
情
採
択

か
ら
１
年
半
、
条
例
制
定
は

ど
こ
ま
で
進
ん
で
い
る
か
。

A
国
の
健
康
増
進
法
改
正
や

都
の
条
例
制
定
の
動
き
を
踏

ま
え
、
市
条
例
を
考
え
た
い
。

Q
条
例
化
以
前
に
、
公
共
施

設
や
公
共
空
間
の
受
動
喫
煙

対
策
は
可
能
で
は
な
い
か
。

A
屋
外
に
つ
い
て
は
、
路
上

喫
煙
制
限
条
例
が
あ
る
。
市

有
施
設
は
、
都
条
例
の
考
え

方
を
参
考
に
決
定
し
た
い
。

Q
国
立
駅
南
口
の
喫
煙
場
所

は
、
受
動
喫
煙
を
助
長
し
て

い
る
が
、
ど
う
す
る
か
。

A
廃
止
は
慎
重
な
検
討
を
要

す
る
。
移
転
も
難
し
い
。

Q
20
年
度
か
ら
非
正
規
公
務

員
制
度
が
変
わ
る
機
会
に
、

職
員
の
半
数
を
占
め
る
年
収

100
〜
200
万
円
の
非
正
規
職
の

待
遇
改
善
を
で
き
な
い
か
。

A
【
市
長
】
人
的
サ
ー
ビ
ス

を
委
託
に
回
す
と
質
に
影
響

し
、
肥
大
化
さ
せ
る
と
給
付

サ
ー
ビ
ス
の
水
準
が
落
ち
る
。

ど
の
水
準
を
取
る
か
、
検
討

し
た
上
で
考
え
た
い
。

Q
職
員
へ
の
セ
ク
ハ
ラ
・
パ

ワ
ハ
ラ
時
に
辞
職
し
た
元
議

員
を
、
市
長
が
自
衛
隊
と
連

名
で
自
衛
官
募
集
相
談
員
に

委
嘱
し
た
の
は
不
適
切
で
は
。

A
前
任
者
を
精
査
せ
ず
市
長

決
裁
な
く
委
嘱
し
、
人
選
と

手
続
き
に
誤
り
が
あ
っ
た
。

市
か
ら
取
り
消
し
を
求
め
、

現
在
は
相
談
員
で
は
な
い
。

'
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明
和
マ
ン
シ
ョ
ン
裁
判
の

住
民
訴
訟
が
最
終
決
着

公
明
党　
　

小
口 

俊
明  

議
員

Q
く
に
っ
こ
ミ
ニ
休
止
後
の

地
域
交
通
に
つ
い
て
、
具
体

的
な
取
り
組
み
体
制
は
。

A
デ
マ
ン
ド
型
交
通
導
入
事

業
化
調
査
委
託
の
補
正
予
算

が
認
め
ら
れ
た
。
プ
ロ
ポ
ー

ザ
ル
方
式
で
委
託
事
業
者
を

選
定
し
た
。
今
後
、
試
乗
会
、

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
、
サ
ポ
ー

タ
ー
組
織
の
立
ち
上
げ
に
取

り
組
み
、
平
成
30
年
９
月
に

試
験
運
行
に
入
り
た
い
。

Q
南
武
線
連
続
立
体
交
差
化

に
関
し
て
市
の
考
え
方
は
。

A
安
全
で
快
適
な
歩
行
環
境

整
備
、
人
に
優
し
く
災
害
に

強
い
ま
ち
づ
く
り
、
南
北
一

体
の
町
並
み
形
成
を
図
る
こ

と
を
考
え
て
い
る
。

Q
甲
州
街
道
２
車
線
化
の
条

件
で
あ
る
一
日
の
交
通
量
２

万
２
千
台
以
下
の
為
に
、
東

八
道
路
か
ら
日
野
バ
イ
パ
ス

へ
の
接
続
と
さ
く
ら
通
り
東

側
延
伸
が
有
効
と
考
え
る
が
、

そ
れ
ぞ
れ
の
完
成
時
期
は
。

A
東
八
道
路
と
日
野
バ
イ
パ

ス
の
接
続
は
平
成
30
年
度
、

さ
く
ら
通
り
東
側
延
伸
は
平

成
31
年
度
を
予
定
し
て
い
る
。

Q
明
和
マ
ン
シ
ョ
ン
裁
判
の

住
民
訴
訟
の
判
決
確
定
で
確

定
し
た
損
害
賠
償
金
の
使
い

道
に
つ
い
て
市
長
の
考
え
は
。

A
財
政
調
整
基
金
に
積
み
立

て
る
。

Q
財
政
調
整
基
金
に
積
む
と

い
う
こ
と
は
特
定
目
的
は
無

い
と
い
う
こ
と
か
。

A
そ
の
通
り
で
あ
る
。

教
育
費
の
増
額
と
、
国
立
二
小
の

建
て
替
え
計
画
に
つ
い
て

社
民
党　
　

藤
田 

貴
裕  

議
員

Q
小
中
学
校
の
洋
式
ト
イ
レ

化
、
中
学
校
プ
ー
ル
の
温
水

シ
ャ
ワ
ー
化
、
ス
プ
リ
ン
ク

ラ
ー
の
設
置
、
国
立
一
中
の

生
徒
用
ロ
ッ
カ
ー
の
大
型
化

を
今
後
ど
の
様
に
行
う
の
か
。

A
洋
式
ト
イ
レ
の
比
率
を
50

％
に
す
る
こ
と
は
２
年
程
度

で
で
き
る
だ
ろ
う
。
都
は
２

０
２
０
年
度
ま
で
に
洋
式
率

80
％
を
目
指
す
考
え
な
の
で

市
も
そ
れ
に
沿
っ
た
考
え
で

い
き
た
い
。
プ
ー
ル
の
温
水

シ
ャ
ワ
ー
化
は
1
校
500
万
円

程
度
か
か
る
の
で
保
護
者
と

丁
寧
に
話
し
合
い
優
先
順
位

を
決
め
た
い
。
ス
プ
リ
ン
ク

ラ
ー
は
多
大
な
費
用
に
な
る

た
め
設
置
で
き
な
い
。
国
立

一
中
の
ロ
ッ
カ
ー
大
型
化
は

１
教
室
当
た
り
100
万
円
か
か

る
た
め
取
り
換
え
は
困
難
だ
。

Q
国
立
二
小
の
建
て
替
え
計

画
に
つ
い
て
教
え
て
ほ
し
い
。

A
校
舎
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の

寿
命
が
２
０
２
２
年
度
ま
で

と
の
診
断
結
果
が
あ
る
。
来

年
度
か
ら
地
域
や
保
護
者
と

協
議
し
た
い
。
小
学
校
の
統

廃
合
は
当
面
な
い
。

Q
審
議
会
の
公
募
市
民
を
無

作
為
抽
出
で
選
べ
な
い
か
。

A
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト

の
研
究
を
し
た
い
。

Q
家
庭
ご
み
有
料
袋
は
高
く

な
い
か
。
資
源
ご
み
の
収
集

頻
度
を
下
げ
た
理
由
は
。

A
循
環
型
社
会
に
変
え
て
い

く
理
念
で
設
定
し
た
た
め
だ
。

誤
課
税
、
行
財
政
改
革
、
成
年
後
見

制
度
の
利
用
促
進
に
つ
い
て

公
明
党　
　

中
川 

喜
美
代  

議
員

Q
「（
仮
）
国
立
市
成
年
後

見
制
度
の
利
用
を
促
進
す
る

た
め
の
条
例
」
を
制
定
し
、

こ
の
制
度
の
利
用
を
促
進
し

て
頂
き
た
い
が
。

A【
市
長
】極
め
て
重
要
な
事

で
あ
り
条
例
制
定
も
視
野
に

入
れ
て
前
向
き
に
検
討
す
る
。

Q
誤
課
税
は
、
行
政
全
般
に

対
す
る
市
民
か
ら
の
信
頼
を

な
く
す
行
為
、
裏
切
る
行
為

と
な
る
こ
と
か
ら
あ
っ
て
は

な
ら
な
い
と
考
え
る
。
過
去

５
年
間
の
誤
課
税
の
件
数
と

還
付
金
額
と
原
因
と
対
策
は
。

A
41
件
、
約
３
千
600
万
円
全

て
固
定
資
産
税
。
原
因
は
ヒ

ュ
ー
マ
ン
エ
ラ
ー
。
対
策
は

チ
ェ
ッ
ク
体
制
の
強
化
と
職

員
の
ス
キ
ル
の
向
上
。

Q
改
革
に
は
ス
ピ
ー
ド
が
大

切
。
永
見
市
長
は
、
リ
ー
ダ

ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し
て
、
改

革
に
着
手
す
べ
き
と
考
え
る

が
、
佐
藤
市
政
時
代
に
「
財

政
改
革
審
議
会
」
を
立
ち
上

げ
、
職
員
定
数
等
に
つ
い
て

審
議
し
最
終
答
申
も
出
て
い

る
。
永
見
市
政
に
な
っ
て
、

再
び
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム

を
立
ち
上
げ
①
職
員
定
数
②

非
正
規
職
員
比
率
③
時
間
外

勤
務
に
つ
い
て
類
団
７
市
と

比
較
検
討
し
対
策
を
立
て
る

と
い
う
事
だ
が
検
討
状
況
は
。

A
【
市
長
】
職
員
定
数
な
ど

い
ず
れ
も
８
市
の
中
で
一
番

多
い
数
字
が
出
た
。
早
急
に

適
正
な
管
理
体
制
を
作
っ
て

い
き
た
い
。

国
保
税
の
値
上
げ
を
抑
え
介
護

給
付
の
拡
大
と
特
養
の
増
設
を

日
本
共
産
党　
　

高
原 

幸
雄  

議
員

Q
⑴
国
保
制
度
の
都
道
府
県

化
で
ど
の
よ
う
に
変
わ
る
の

か
⑵
国
保
税
の
値
上
げ
な
ど

市
の
現
状
は
①
標
準
保
険
税

率
②
法
定
外
繰
入
は
③
財
政

安
定
化
基
金
と
は
⑶
国
の
財

政
支
出
は
ど
う
な
る
か
。

A
⑴
平
成
30
年
4
月
か
ら
試

行
さ
れ
る
国
保
事
業
納
付
金

を
区
市
町
村
が
都
に
収
め
る
。

保
険
税
の
決
定
・
徴
収
・
保

健
事
業
は
区
市
町
村
が
行
な

う
⑵
①
現
行
の
税
率
と
比
較

し
て
、
医
療
分
、
支
援
分
、

介
護
分
い
ず
れ
も
増
。
②
急

激
な
保
険
税
の
値
上
げ
に
な

ら
な
い
よ
う
赤
字
繰
入
も
容

認
し
つ
つ
、
市
と
し
て
は
慎

重
に
取
り
組
む
。
③
財
源
不

足
に
対
し
て
、
都
が
貸
付
、

市
は
２
・
３
年
で
返
済
す
る
。

⑶
総
額
１
千
700
億
円
の
拡
充
、

市
へ
の
交
付
は
財
政
調
整
機

能
の
強
化
な
ど
約
２
千
500
万

円
と
試
算
し
て
い
る
。

Q
都
の
平
均
仮
係
数
は
、
1.3

で
、
40
代
の
年
収
500
万
円
の

方
は
こ
れ
ま
で
35
万
７
千
円

が
48
万
８
千
円
の
値
上
げ
に

な
る
と
試
算
さ
れ
て
い
る
。

市
長
は
ど
う
考
え
る
。

A
４
月
１
日
賦
課
の
国
保
税

は
タ
イ
ム
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
的

に
非
常
に
難
し
い
。

Q
介
護
保
険
利
用
料
の
３
割

負
担
、
国
立
市
第
７
期
計
画
、

特
養
の
増
設
計
画
は
。

A
３
割
負
担
と
な
る
の
は
188

名
。
事
業
計
画
と
特
養
は
議

論
を
し
て
い
る
。

小
学
校
の
土
曜
日
授
業
を

全
校
統
一
で
き
な
い
の
か

自
由
民
主
党
・
明
政
会　

大
谷 

俊
樹  

議
員

Q
地
域
で
青
少
年
育
成
を
長

年
請
け
負
っ
て
き
た
団
体
と

学
校
が
、
さ
ら
に
連
携
し
て

重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い

く
事
に
な
る
。
土
曜
日
授
業

が
各
校
統
一
さ
れ
て
い
な
い

の
で
大
会
運
営
等
で
大
変
苦

労
し
て
い
る
が
、
あ
わ
せ
る

事
は
で
き
な
い
の
か
。

A
全
校
で
土
曜
の
授
業
を
統

一
す
る
事
で
、
児
童
が
地
域

の
活
動
に
参
加
し
や
す
く
な

る
一
方
で
、
授
業
時
間
数
は

年
々
増
加
し
て
い
る
中
で
学

校
の
教
育
課
程
編
成
の
自
由

度
が
か
な
り
制
限
さ
れ
る
。

教
育
委
員
会
で
も
学
校
と
よ

く
相
談
し
て
調
整
し
て
い
く
。

Q
学
校
と
地
域
で
す
み
分
け

し
た
教
育
が
必
要
。
他
人
の

大
人
か
ら
叱
ら
れ
る
事
は
大

事
だ
が
先
生
に
求
め
る
事
は

で
き
な
い
。
地
域
の
育
成
プ

ロ
グ
ラ
ム
が
も
し
な
く
な
っ

て
し
ま
う
と
大
変
な
問
題
。

教
育
委
員
会
は
ど
う
考
え
る
か
。

A
児
童
が
地
域
で
ス
ポ
ー
ツ

活
動
等
に
参
加
す
る
事
は
今

の
時
代
、
非
常
に
大
切
と
考

え
る
。
毎
年
２
月
頃
に
届
け

出
が
あ
る
の
で
学
校
と
よ
く

相
談
し
て
社
会
教
育
団
体
等

と
も
連
携
し
、
情
報
共
有
し

な
が
ら
、
し
っ
か
り
と
調
整

し
て
い
く
考
え
だ
。

他
、
投
票
所
の
区
割
り
、
甲

州
街
道
歩
道
拡
幅
、
資
源
ご

み
持
ち
去
り
へ
の
対
応
、
地

元
企
業
の
育
成
、
雇
用
政
策

に
つ
い
て
等
を
質
問
。

谷
保
駅
地
域
の
振
興
策

お
口
の
中
の
衛
生
を
保
ち
健
康
へ

自
由
民
主
党
・
明
政
会　
　

遠
藤 

直
弘  

議
員

Q
谷
保
地
域
に
は
、
東
日
本

三
大
天
神
の
谷
保
天
満
宮
や

都
市
農
業
、
江
戸
時
代
か
ら

続
く
本
田
家
住
宅
な
ど
の
古

民
家
の
よ
う
な
海
外
か
ら
の

観
光
客
を
惹
き
つ
け
る
所
が

あ
る
が
、
起
爆
剤
と
し
て
谷

保
駅
の
駅
名
を
、
谷
保
天
満

宮
駅
に
変
更
し
て
は
ど
う
か
。

A
地
元
の
イ
メ
ー
ジ
や
知
名

度
の
向
上
に
つ
な
が
る
が
、

費
用
が
数
億
と
い
う
単
位
で

掛
か
る
。

Q
本
田
家
住
宅
の
調
査
が
進

ん
で
い
る
が
、
学
芸
員
の
人

員
や
時
間
が
足
り
な
い
よ
う

だ
が
今
後
の
調
査
方
針
は
。

A
東
京
都
の
指
定
文
化
財
を

目
指
し
て
い
る
が
、
そ
れ
と

合
わ
せ
て
、
歴
史
を
紐
解
く

も
の
も
あ
る
の
で
調
査
し
て

い
く
。
交
流
の
あ
っ
た
土
方

歳
三
か
ら
送
ら
れ
た
湯
飲
み

な
ど
も
あ
っ
た
。

Q
市
内
の
宿
泊
施
設
が
ほ
と

ん
ど
な
い
の
で
、
民
泊
を
活

用
し
て
は
い
か
が
か
。

A
文
教
地
区
条
例
と
用
途
地

域
で
設
置
可
能
な
地
域
は
限

ら
れ
て
い
る
。
Ｈ
30
年
６
月
、

国
が
民
泊
新
法
を
つ
く
る
。

Q
口
腔
内
の
衛
生
管
理
が
、

成
人
病
予
防
や
認
知
症
と
の

関
連
性
が
あ
る
と
の
統
計
も

あ
る
が
、
国
保
保
有
者
の
歯

科
健
康
診
査
の
受
診
率
を
上

げ
る
た
め
に
ク
リ
ー
ニ
ン
グ

を
つ
け
て
は
ど
う
か
。

A
先
進
自
治
体
を
研
究
し
て

い
き
た
い
。

員見

起
業
支
援
・
商
工
振
興
の
為
に

コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
機
能
は
必
須

新
し
い
議
会　
　

渡
辺 

大
祐  

議
員

Q
市
内
の
商
工
業
者
や
新
規

創
業
を
考
え
て
い
る
方
々
に

よ
り
稼
い
で
い
た
だ
く
た
め

の
環
境
整
備
が
必
要
だ
。

静
岡
県
富
士
市
の
エ
フ
ビ
ズ

を
参
考
に
、
誰
も
が
無
料
で

ビ
ジ
ネ
ス
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン

グ
の
機
会
を
享
受
で
き
る
よ

う
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
と

考
え
る
が
ど
う
か
。

A
財
政
的
な
効
果
や
ニ
ー
ズ

を
把
握
す
る
と
い
う
点
で
検

討
の
余
地
は
あ
る
。
現
地
視

察
も
視
野
に
入
れ
検
討
し
て

い
く
。

Q
市
報
に
掲
載
さ
れ
て
い
る

記
事
は
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の

視
点
が
乏
し
い
。
記
事
の
精

査
は
で
き
て
い
る
の
か
。

A
広
報
連
絡
会
議
の
開
催
な

ど
を
行
な
っ
て
い
る
が
、
十

分
機
能
で
き
て
い
な
い
と
評

価
し
て
い
る
。
広
報
マ
イ
ン

ド
マ
ニ
ュ
ア
ル
な
ど
全
庁
的

に
共
有
で
き
る
仕
組
み
を
検

討
す
る
必
要
は
あ
る
。

Q
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

と
い
う
言
葉
に
踊
ら
さ
れ
て
、

市
外
居
住
者
ば
か
り
に
目
が

向
い
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

市
内
在
住
者
を
な
お
ざ
り
に

す
る
よ
う
な
施
策
展
開
は
避

け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ど

の
よ
う
に
進
め
る
か
。

A
戦
略
的
な
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
が
で
き
る
よ
う
検
討
会
を

立
ち
上
げ
た
。

他
、
事
務
事
業
評
価
が
効
果

的
に
機
能
す
る
為
の
仕
組
み

作
り
に
つ
い
て
質
問
。

南
部
地
域
整
備
の
課
題
と
私
立
幼
稚

園
が
抱
え
る
問
題
に
つ
い
て

自
由
民
主
党
・
明
政
会　
　

青
木 

健  

議
員

Q
東
京
都
に
お
い
て
優
先
的

に
整
備
す
べ
き
路
線
に
指
定

さ
れ
て
い
る
南
武
線
の
高
架

化
事
業
に
つ
い
て
市
の
対
応

は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

A
南
武
線
連
立
事
業
の
実
施

に
向
け
た
取
り
組
み
を
進
め

て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い

る
。
具
体
的
に
は
来
年
度
の

都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

に
き
ち
ん
と
こ
の
こ
と
を
入

れ
て
い
き
た
い
。

Q
甲
州
街
道
歩
道
拡
幅
に
つ

い
て
の
市
の
取
り
組
み
は
。

A
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、

毎
年
東
京
都
に
二
車
線
化
に

つ
い
て
の
要
望
を
出
し
て
い

る
。
都
も
認
識
は
し
て
い
る

が
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
完

成
し
て
か
ら
と
の
こ
と
で
あ

る
が
、
東
八
道
路
の
延
伸
が

３
・
３
・
２
号
線
に
接
道
し

た
段
階
で
の
交
通
量
減
を
調

査
し
、
再
度
、
都
と
協
議
を

し
て
い
き
た
い
。

Q
市
内
私
立
幼
稚
園
の
定
員

割
れ
の
状
況
を
市
は
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

A
私
立
幼
稚
園
定
員
割
れ
に

つ
い
て
は
市
と
し
て
も
危
機

感
を
持
っ
て
い
る
。
ま
ず
は

私
立
幼
稚
園
園
長
会
と
の
連

携
を
密
に
し
、
よ
り
具
体
的

な
支
援
方
法
に
つ
い
て
協
議

を
進
め
て
ま
い
り
た
い
。
ま

た
保
育
園
か
ら
幼
稚
園
へ
の

誘
導
策
に
つ
い
て
も
、
各
園

に
お
け
る
延
長
保
育
の
状
況

を
説
明
し
、
理
解
を
得
ら
れ

る
よ
う
Ｐ
Ｒ
し
て
い
き
た
い
。

稚
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交
通
安
全
対
策
の
推
進
で

安
心
安
全
の
ま
ち
づ
く
り
を

公
明
党　
　

青
木 

淳
子  

議
員

Q
交
通
安
全
計
画
の
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
を
問
う
。

A
平
成
30
年
度
に
庁
内
検
討

会
を
設
置
し
骨
子
案
の
検
討

を
行
っ
て
い
く
。

Q
自
転
車
ナ
ビ
マ
ー
ク
の
設

置
計
画
を
問
う
。

A
自
転
車
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
計

画
を
策
定
す
る
中
で
、
優
先

路
線
を
考
慮
し
通
行
空
間
の

整
備
と
通
行
ル
ー
ル
の
徹
底

に
つ
い
て
自
転
車
対
策
審
議

会
に
お
い
て
検
討
し
て
い
く
。

Q
ゾ
ー
ン
30
の
設
置
計
画
を

問
う
。

A
交
通
安
全
計
画
を
策
定
す

る
中
で
、
立
川
警
察
と
具
体

的
な
設
置
地
域
を
協
議
し
て

い
き
た
い
。

Q
国
立
駅
周
辺
の
整
備
に
伴

う
横
断
歩
道
の
エ
ス
コ
ー
ト

ゾ
ー
ン
整
備
を
問
う
。

A
警
視
庁
と
協
議
す
る
中
で

エ
ス
コ
ー
ト
ゾ
ー
ン
の
設
置

に
向
け
協
議
し
て
い
き
た
い
。

Q
可
燃
ご
み
用
３
リ
ッ
ト
ル

袋
の
検
討
を
問
う
。

A
減
量
の
流
れ
を
作
る
た
め
、

検
討
を
進
め
て
い
き
た
い
。

Q
食
品
ロ
ス
削
減
の
た
め
の

フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
の
取
り
組

み
を
問
う
。

A
平
成
30
年
度
の
イ
ベ
ン
ト

で
実
施
し
て
い
き
た
い
。

Q
新
生
児
聴
覚
検
査
へ
の
費

用
助
成
の
進
捗
状
況
を
問
う
。

A
市
町
村
の
協
議
の
動
向
と

合
わ
せ
て
制
度
へ
の
対
応
を

進
め
た
い
。

他
、
ダ
ブ
ル
ケ
ア
等
を
質
問
。

旧
国
立
駅
舎
再
建
時
「
国
立
市
の

歌
」
を
発
車
メ
ロ
デ
ィ
ー
に
！

自
由
民
主
党
・
明
政
会　
　

髙
柳 

貴
美
代  

議
員

Q
国
立
町
教
育
委
員
会
の
公

募
に
よ
り
昭
和
30
年
に
制
定

さ
れ
て
以
来
歌
い
継
が
れ
て

き
た
「
国
立
市
の
歌
」
を
平

成
32
年
旧
国
立
駅
舎
完
成
時

に
合
わ
せ
て
国
立
駅
の
発
車

メ
ロ
デ
ィ
ー
と
し
て
採
用
し
、

国
立
ブ
ラ
ン
ド
の
発
信
に
繋

げ
ら
れ
な
い
か
。

A
国
立
大
学
町
の
象
徴
旧
国

立
駅
舎
完
成
は
新
た
な
「
ま

ち
び
ら
き
」
で
あ
る
。
そ
の

タ
イ
ミ
ン
グ
に
合
わ
せ
て
の

発
車
メ
ロ
デ
ィ
ー
変
更
に
つ

い
て
引
き
続
き
Ｊ
Ｒ
東
日
本

と
協
議
検
討
を
さ
せ
て
頂
く
。

Q
国
立
駅
南
口
た
ま
し
ん
前

バ
ス
停
の
ベ
ン
チ
設
置
に
向

け
て
の
進
捗
状
況
を
問
う
。

A
協
議
の
結
果
国
立
市
が
主

体
と
な
り
ベ
ン
チ
を
設
置
す

る
こ
と
と
し
た
。
年
内
に
は

設
置
完
了
の
予
定
で
あ
る
。

Q
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
事

業
は
今
後
子
育
て
世
代
包
括

支
援
体
制
を
支
え
る
一
因
と

な
る
と
考
え
る
。
国
立
市
で

は
市
直
営
だ
が
、
他
市
で
の

運
営
の
形
態
を
問
う
。

A
26
市
中
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
運
営

７
市
、
事
業
団
１
市
、
社
協

８
市
、
社
会
福
祉
法
人
５
市
、

市
直
営
５
市
と
な
っ
て
い
る
。

Q
乳
幼
児
、
妊
産
婦
対
象
の

福
祉
避
難
所
の
協
定
を
結
ぶ

べ
き
と
考
え
る
が
い
か
が
か
。

A
私
立
園
長
会
を
通
じ
て
意

見
交
換
し
進
め
て
参
り
た
い
。

他
、
子
育
て
支
援
に
つ
い
て

を
質
問
。

議
員

自
由
民
主
党
・
明
政
会　
　

石
井 

伸
之  

議
員員員

Q
南
武
線
高
架
化
の
進
捗
は
。

A
【
市
長
】市
の
都
市
計
画
マ

ス
タ
ー
プ
ラ
ン
第
二
次
改
訂

版
素
案
に
南
武
線
高
架
化
を

盛
込
む
こ
と
を
決
定
。
市
民

へ
丁
寧
に
情
報
提
供
を
行
う
。

Q
大
学
通
り
緑
地
帯
ア
ー
ト

ビ
エ
ン
ナ
ー
レ
作
品
周
辺
に

花
を
植
え
案
内
看
板
を
設
置

し
作
品
の
価
値
を
高
め
て
は
。

A
【
市
長
】ア
ー
ト
を
楽
し
む

文
化
の
醸
成
に
向
け
質
問
の

趣
旨
を
鑑
み
適
正
管
理
す
る
。

Q
立
川
バ
ス
国
立
駅
方
面
矢

川
駅
停
留
所
を
矢
川
通
り
沿

い
か
ら
安
全
性
向
上
の
為
、

ロ
ー
タ
リ
ー
に
移
設
し
て
は
。

A
交
差
点
５
ｍ
以
内
に
停
留

所
は
設
置
出
来
ず
、
Ｕ
タ
ー

ン
等
に
支
障
あ
り
移
設
不
可
。

極
力
矢
川
通
り
の
交
通
に
支

障
無
い
よ
う
ロ
ー
タ
リ
ー
で

時
間
調
整
し
発
車
時
刻
直
前

に
停
留
所
へ
バ
ス
を
つ
け
る
。

Q
泉
３
丁
目
に
お
け
る
防
災

行
政
無
線
の
聞
こ
え
方
は
。

A
同
地
域
よ
り
質
問
と
同
様

の
指
摘
有
、改
善
に
向
け
検
討
。

Q
矢
川
北
団
地
に
新
設
の
子

育
て
支
援
施
設
（
矢
川
プ
ラ

ス
）
に
富
士
見
台
４
丁
目
集

会
所
機
能
を
入
れ
る
件
は
。

A
同
施
設
は
Ｈ
34
の
開
設
に

向
け
都
と
協
議
中
。
地
域
活

動
・
地
域
防
災
力
向
上
に
向

け
地
域
の
方
と
丁
寧
に
協
議
。

他
、
土
砂
災
害
警
戒
区
域
の

公
表
、
福
祉
避
難
所
の
マ
ニ

ュ
ア
ル
作
成
、
市
役
所
駐
車

場
事
前
精
算
機
設
置
を
質
問
。

南
武
線
高
架
化
が
ま
た
一
歩
前
進

印
鑑
の
廃
止
を
求
む
！

新
し
い
議
会　
　

藤
江 

竜
三  

議
員

Q
今
後
様
々
な
公
共
施
設
が

建
設
さ
れ
る
が
そ
こ
に
芸
術

作
品
を
置
く
考
え
は
あ
る
か
。

A
所
蔵
し
て
い
る
も
の
を
展

示
す
る
、
あ
る
い
は
ア
ー
ト

ビ
エ
ン
ナ
ー
レ
な
ど
身
近
な

場
所
で
芸
術
作
品
に
触
れ
る

こ
と
が
で
き
る
環
境
を
可
能

な
限
り
作
っ
て
い
き
た
い
。

Q
市
役
所
窓
口
の
案
内
係
を

充
実
で
き
な
い
か
。

A
職
員
全
員
が
迷
っ
て
い
る

来
庁
者
に
声
を
か
け
る
姿
勢

を
持
つ
こ
と
で
市
民
満
足
度

を
向
上
さ
せ
た
い
。

Q
コ
ン
ビ
ニ
交
付
の
周
知
の

た
め
に
窓
口
封
筒
に
お
知
ら

せ
を
掲
載
で
き
な
い
か
。

A
対
応
を
検
討
し
た
い
。

Q
印
鑑
の
押
印
が
必
要
な
い

書
類
を
精
査
で
き
な
い
か
。

A
必
要
に
応
じ
基
準
の
見
直

し
な
ど
を
行
っ
た
上
で
、
改

め
て
、
庁
内
に
周
知
を
図
り
、

市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
及
び

事
務
の
簡
素
化
の
徹
底
を
図

っ
て
い
き
た
い
。

Q
プ
レ
ミ
ア
ム
婚
姻
届
に
続

い
て
、
出
生
届
も
検
討
で
き

な
い
か
。

A
メ
ッ
セ
ー
ジ
カ
ー
ド
が
工

夫
で
き
る
余
地
が
あ
る
。
前

向
き
に
検
討
し
た
い
。

Q
Ｕ
Ｒ
と
協
定
を
結
ぶ
際
に

火
災
や
地
震
な
ど
の
災
害
時

に
空
い
た
部
屋
を
貸
し
て
い

た
だ
け
る
よ
う
な
協
定
を
作

れ
な
い
か
。

A
い
い
形
が
で
き
る
よ
う
少

し
検
討
し
た
い
。

一般質問とは、議員個人が市政全般について行政当局（市長や教育委員会など）に質問
することです。一般質問発言順に、各議員本人が要旨をまとめたものを掲載しています。一般質問一般質問    要旨・発言順要旨・発言順

司会   本日は、議長経験者と現職の議長にお集まりいただきました。
　　  早速のところ市民の皆様に、議長という役職を理解していただくため

の質問をさせて頂きます。

Ｑ 議長の役割とは何でしょうか？
高原  役割、やはり議会が円滑に進行できるように、各

議員、会派の意見も尊重しながら民主的な運営を
図る、行政のチェック機能を果たす開かれた議会
運営の方向で議長職を全うしてきましたね。

青木  私もそのように思います。個々の議員の意見をいかに集約して全体と
してまとめるかが大きな仕事。

　　  私が議長の時に議会改革の機運が盛り上がって改革を進める旗印とな
るのが議長の仕事だったのではないかというふうに思っております。

中川  私も議長の役割は、議会の代表ということで、議
員の合意形成をはかること、それと市民の皆さん
の集まりなどでの挨拶は、慎重に心して臨みまし
た。

大和  議長になって約半年ですけれども、毎日が緊張で
す。改革を止めちゃいけないというところと、多くの意見を集約する
ことがこれほど大変なのかということを感じているところです。その
辺を誠実に積極的に行うことが、議長の役割なのかなと思います。

Ｑ 議長を経験して苦労したことは？
大和  今ちょうどその真っ盛りでありまして、自分で公

約した議会改革特別委員会の立ち上げには６カ月
かかりましたけれども、一番の苦労でしたね、今
のところは。

中川  私の時は、長年国立独自の方式で行なっていた最終本会議の議事運営
を変えるのに議会運営委員会を何十回も開催し、会議規則に則って行
う方法に改革できたことが、大きかったと思っています。また、元議
長の不祥事の対処に、まだ進行中ですが苦労しました。

青木  特別委員会を立ち上げる中で、自分の考え方とは
違う方のご理解、そして納得というのかな、ご協
力を得られるところまで持っていくというのが一
番苦労した点じゃないかなというふうに感じてま
す、今思うとね。

高原  会派代表者会議の運営ですよね。それぞれの会派から出される意見を
どう共通認識を持って取り組んでいくか、最大公約数をどう見出すか
というのがありますから、その辺の苦労ですかね。

Ｑ 最後に、将来の議長へのアドバイスやメッセージを。
高原  伝えたいこと、なかなか難しいですよね。ただ、議会基本条例をしっ

かり生かしてやっていくということが基本じゃないでしょうかね。そ
んなふうに感じました。

青木  そうですね、偉そうに言える立場ではないと思いますけど、ただ一点、
反対をする方にこそ懐に飛び込みなさいと言うことじゃないかなと思
いますね。

中川  私も全ての議員の意見をよく聞くことだと思います。歩み寄れるとこ
ろは歩み寄るという、議長はその辺のいわゆる汗をかく、それは大事
かなと思います。

大和  皆さん、おっしゃる通りで、い
ろんな人の意見を聞くことが一
番大事ですし、少数意見をどう
やって多数意見の人にご理解頂
くかが大きなポイントと思って
います。

議員対談企画 第１回 「議長とは何か」クロストーク 高原　幸雄 議員　青木　健 議員
中川喜美代 議員　大和祥郎 議員
（司会：大谷俊樹 議員）

本会議場議長席にて

8

次回は「議会運営委員会」を
予定しています。
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